
平戸市役所も参加しています。�

た　び　 だ　ち�

大交流時代への新たな航海！�
かな�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

　平戸流海鮮炭火焼～冬の
陣～「エビ・カキ祭り」が、
いよいよ今月４日間にわた
って開催されます。ウチワ
エビ、カキ、サザエが入っ
た基本セットのほか、カキ
天、タコ天、イカ焼きなど
が販売され、今年は新たに
カキ鍋も準備。平戸の旬の
味覚を味わえる絶好のチャ
ンスです。ご家族や友人と
一緒にぜひ参加してみては
いかがですか？平戸の豊か
な海が育んだ自慢の逸品を
ぜひ堪能してください。�
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◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,291人（－45）�

　男性／18,021人（－28）�

　女性／20,270人（－17）�

■世帯数　14,502戸（－34）�

※（ ）は、前月との比較�

平成20年1月1日現在�

　１月22日、白石漁港（主師町）
で行われた「食のワークショ
ップ―平戸食材の劇場―」か
らの一コマ。このワークショ
ップでは、地元の景観と食材
にスポットを当て、地元の生
産者や料理人などから、平戸
の魅力を学ぶ取り組みで、今
回で４回目。今回は、平戸の
豊かな海がもたらす「海の幸」
をテーマに開催されました。�

　１月は、市内４か所で成
人式が開催されました。ど
の会場も、新成人のみなさ
んの希望に満ちた笑顔が溢
れていました。20歳の時、
みなさんはどんなことを考
えていたか覚えていますか。
今回の取材で、明賀直樹さ
んの言葉に、「地元に残っ
たみんなで平戸市の発展に
貢献していきたい」とあり
ました。目を輝かせた新成
人のみなさんの姿に、平戸
市のさらなる明るい未来を
感じました。�▼
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14

平戸市に新たな力が加わる！

　　　　　　　　　平成20年成人式�

２月は生涯学習月間です　�

厳しい“水”事情変わらず�

観光人材育成プロジェクト�

２月のイベント情報�

新・平戸市初の名誉市民に栗林　　氏�

受賞おめでとうございます�

まちのできごと�
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まちのひとびとまちのひとびと�

みんなの図書館みんなの図書館�

サン・ケア通信サン・ケア通信�

平戸遺産～輝く仏教芸術～平戸遺産～輝く仏教芸術～�

平戸オランダ商館風説書、おしえて年金平戸オランダ商館風説書、おしえて年金�

景観条例策定を目指します、後期高齢者制度�

平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ�

情報ひろば情報ひろば�

人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと�

まちのひとびと�

みんなの図書館�

サン・ケア平戸通信�

平戸遺産～光輝く仏教芸術～�

平戸オランダ商館風説書、おしえて年金�

景観条例策定を目指します、後期高齢者医療制度�

平戸市からのお知らせ�

情報ひろば�

人口の動き・編集室からひとこと�

　平戸は古くから城下町として栄え、海外との交流などを経て独

自の文化を育んできました。特に平戸藩主であった松浦家に代々

伝わる雛人形もその一つです。 �

　まつり期間中、松浦史料博物館では、松平定信の娘蓁姫が松浦

家35代松浦熈公にお輿入れの際に持参した芥子雛が展示されます。

化粧道具・飲食具・文房具など100点にものぼる雛人形は大変豪

華で精緻なものです。 �

　そのほか、市内各所においても平戸に残るお雛様が展示され、

さながらお雛様が街を彩るかのようです。代々母から娘へと受け

継がれてきた母子の愛情を映し出すかのような美しく、愛らしい

雛人形をぜひご覧ください。�

■オープニングセレモニー�

　○と　き　２月15日（金）午前10時～�

　○ところ　松浦史料博物館�

お問い合わせ �

　平戸温泉・城下雛まつり実行委員会（123-8600）�

　今年も「平戸温泉城下雛まつり」の時期がやってきました。

女性の力で何とかまちおこしをしたいと今年も趣向を凝ら

したイベントを多数企画しています。恒例の「ひなの市」の

ほか、仮装パレード、拠点会場での体験コーナーなど、お

もてなしのこころで盛り上げたいと思っています。お雛様

に彩られた、平戸城下へぜひ足を運んでください。�

しん�

ひろむ� け    し�

【拠点会場（有料）】 �
　松浦史料博物館、平戸城、�

　平戸観光資料館、梅ヶ谷津偕楽園 �

【拠点会場（無料）】�
　婆娑羅（浦の町）、按針の館（木引田町）、�

　旧親和銀行平戸中央支店（宮の町）、�

　旧白川旅館（崎方町）、�

　平戸地区市街地商店街一帯�

趣向を凝らしたイベントで、�
市民のみなさんのご来場をお待ちしています�

同まつり企画委員長　寺山　康子さん（宮の町）�

歴史の街の、お雛様。�
びな�

２月15日（金）～４月３日（木）�

食にまつわるドラマを感じて�
～食のワークショップ「海の豊かな幸を握る」～�

①ひらめを５枚おろしにする寿司職人
　の尾崎さん�
②魚醤油生産のこだわりについて話す
　長田さん�
③定置網業の実態を語る綾香さんと食
　環境ジャーナリストの金丸氏�
④当日に捕れた新鮮な魚を使った寿司
　を装う参加者�
⑤捕れたての魚で作ったぜいたくな寿
　司に全員感動しました�
⑥定置網業で船員として働く漁師�

①�②�

③�④�⑤�

⑥�

 広報 ひらど　2008. ２�
Hirado City Public Relations 32



1

�

�

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
平
戸
市
で
、
幸
せ

な
家
庭
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
て
い
き
た

い
で
す
　�

今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
取
り
組
み

た
い
で
す�

明
賀
　
猶
紀
さ
ん�

　（
生
月
町
山
田
免
）�

田
口
亜
沙
美
さ
ん�

　（
田
平
町
古
梶
免
）�

　
成
人
を
迎
え
、
一
人
の
社
会
人

と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

大
き
な
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

へ
の
希
望
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
平
戸
市
は
、
豊
か
な
自
然
と

き
れ
い
な
海
、
そ
し
て
新
鮮
な
海

産
物
な
ど
、
ほ
か
の
自
治
体
に
負

け
な
い
自
慢
で
き
る
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
元
に
就
職
し

て
い
る
み
ん
な
で
、
平
戸
市
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
平
戸
市
で

幸
せ
な
家
庭
を
持
ち
、
暮
ら
し
て

い
き
た
い
で
す
。�

�

●
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
る
時�

　
「
親
戚
の
子
ど
も
に
お
年
玉
を

　
渡
し
た
時
」�

●
40
年
後
の
あ
な
た
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
「
温
か
い
幸
せ
な
家
庭
を
築
い

　
て
い
ま
す
か
？
」�

●
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と�

　
「
船
員
に
な
っ
て
２
年
に
な
り

　
ま
す
が
、
船
に
関
す
る
い
ろ
い

　
ろ
な
資
格
を
取
得
し
、
仕
事
に

　
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」�

●
尊
敬
す
る
人�

　
「
自
分
の
父
親
」�

　 

　
私
は
、
高
校
卒
業
後
、
地
元
の

銀
行
に
就
職
し
ま
し
た
。
成
人
を

迎
え
、
今
は
社
会
人
と
し
て
の
責

務
と
責
任
感
を
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
、
職
場
で
は
、
窓
口
な

ど
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
た
く

さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ

あ
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
、
お
客
さ
ま

の
立
場
に
立
っ
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
接
客
を
心
掛
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
に
囲
ま
れ
た
す
て

き
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。�

�

●
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
る
時�

　
「
お
酒
を
仕
事
仲
間
と
飲
む
と

　
き
に
感
じ
ま
す
」�

●
40
年
後
の
あ
な
た
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
「
夫
婦
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま

　
す
か
？
」�

●
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と�

　
「
挑
戦
す
る
こ
と
。
興
味
を
持

　
っ
て
い
る
こ
と
に
は
全
力
で
取

　
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
」�

●
尊
敬
す
る
人�

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」�

�

　７月11日、世界の人口が50億人を突破。11月29日大韓航空機爆破事件が発生。俵万智氏の「サラダ記念日」が

ベストセラーとなった昭和62年。その年に生まれたみなさんが、今年成人式を迎えました。�

　１月３日の生月町開発総合センターを皮切りに市内４か所で開催された成人式の会場では、式典開始前からス

ーツや羽織はかま、振り袖姿の新成人が大勢集まり、久しぶりに会った同級生と携帯電話の番号を交換したり、

写真を撮り合ったりして、再会を喜んでいました。今月は、平戸市で成人式を迎えた498人を代表して、４人の

みなさんに、新成人としての抱負を伺いました。�

�

今年の新成人　�

男239人　女259人　計498人�

※成人式出席者�

498人が成人式を迎え、�
今年また、平戸市に新たな力が加わる！�
─平成20年 成人式─�

み
ょ
う
が
　
　
　
な
お

き�
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鉄
道
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
新
幹
線
の
開
通
工
事
に
携
わ
り

た
い
で
す�

将
来
は
、
こ
の
平
戸
の
地
に
戻
っ
て
、

誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
看
護
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す�

松
山
　
達
樹
さ
ん�

　
　（
大
島
村
大
根
坂
）�

種
岡
真
奈
美
さ
ん�

　
　（
紐
差
町
）�

　
就
職
が
内
定
し
た
の
で
、
今
は

そ
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
３
月
か
ら
研
修
に
入
る
の
で
、

ま
ず
、
そ
こ
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

鉄
道
会
社
で
電
気
関
係
の
仕
事
に

携
わ
る
予
定
な
の
で
、
で
き
れ
ば

新
幹
線
の
開
通
な
ど
の
現
場
で
仕

事
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
仕
事
以
外
で
は
、
体
を
鍛
え
る

た
め
に
も
、
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
仕
事
も
ス
ポ
ー
ツ
も
頑

張
り
、
充
実
し
た
人
生
を
送
り
た

い
で
す
ね
。�

�

●
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
る
時�

　
「
少
し
前
ま
で
食
べ
る
事
が
で
　

き
な
か
っ
た
ブ
リ
を
お
い
し
く
　
感
じ

た
時
」�

●
40
年
後
の
あ
な
た
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
「
立
派
な
家
を
建
て
て
い
ま
す
　

か
？
」�

●
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と�

　「
一
人
旅
を
し
て
み
た
い
で
す
」�

●
尊
敬
す
る
人�

　
「
自
分
の
家
族
を
は
じ
め
、
今

　
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
み

　
な
さ
ん
」�

　 
　
私
は
今
、
大
学
で
看
護
学
を
学

ん
で
い
ま
す
。
看
護
は
、
人
を
相

手
に
す
る
た
め
、
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
の
大
切
さ
、
難

し
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
こ
の
平
戸
の

地
に
戻
っ
て
看
護
に
携
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、

誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
看
護
師

に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々

い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
、

夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

●
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
る
時�

　「
お
酒
を
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
　
た

こ
と
」�

●
40
年
後
の
あ
な
た
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
「
定
年
後
は
、
習
字
の
先
生
を
し

　
て
い
れ
ば
い
い
な
」�

●
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と�

　「
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
」�

●
尊
敬
す
る
人�

　「
両
親
」�

　 

二
十
歳
の
こ
ろ�

　
私
は
中
学
（
現
在
の
高
校
に
あ

た
る
）
卒
業
後
、
国
境
の
森
林
地

帯
で
伐
採
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
、
満
州
国
林
野
局
に
就
職
し
、

満
州
へ
渡
っ
た
の
で
す
が
、
新
京

（
満
州
の
首
都
）の
林
政
課
へ
配
属

と
な
り
ま
し
た
。�

　
20
歳
に
な
っ
た
昭
和
18
年
、
働

き
な
が
ら
大
学
を
受
験
。
入
学
後

は
、
仕
事
が
終
わ
る
と
、
学
校
に

通
う
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
年
、
学
徒
出
陣
が

開
始
さ
れ
、
私
も
南
方
へ
出
陣
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
私
が
20
歳
の
時
は
、
そ
う
い
う

時
代
で
し
た
。�

�

新
成
人
に
伝
え
た
い
こ
と�

　
満
州
へ
渡
っ
た
時
、
希
望
通
り

国
境
に
配
属
さ
れ
て
い
た
ら
、
寒

さ
や
病
気
で
死
ん
で
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
し
生
き
残
れ
た
と

し
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト
に
抑
留
さ
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
何
が

幸
い
し
、
何
が
災
い
と
な
る
か
、

そ
の
時
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
、
何
を
す
る
に
も
、
常

に
誠
実
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生

で
、
非
常
に
苦
し
い
時
や
、
自
分

の
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
事
業
を
起
こ
し
て
、
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
い
こ
と
を
行
っ
て
い
れ

ば
、
道
も
開
け
て
く
る
し
、
助
け

て
く
れ
る
人
も
出
て
き
ま
す
。
人

の
情
け
も
分
か
り
ま
す
。�

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
は
、
何

が
あ
っ
て
も
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実
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と
思
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新成人のみなさんへ�
                     伝えたい思い�

（田平町山内免）1923年（大正12年）生まれ�

20歳の誕生日は満州で迎え、�
　　　　そして、南方へ出陣しました�

満行さんが20歳だった、�

　　　　　　　　1943年の出来事�

�

●学徒出陣始まる�

●東京上野動物園で空襲時に逃げ

　出して危害を加える恐れがある

　という理由から、26頭の動物を

　処分�

●イタリア、連合国に無条件降伏�

�

満行　豊嗣さん�
みつゆき　　とよつぐ�
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バイマーヤンジンさん�
　　　（チベット、アムド地方出身）�

�

�

○スケジュール　午後１時～　生涯学習パスポート表彰�

　　　　　　　　午後１時15分～　講演会（90分)�

○講　師　バイマーヤンジンさん（チベット出身の声楽家）�

○プロフィール　1994年来日後、日本でただ１人のチベット人歌手として、チ

　ベットの音楽文化、習慣などを紹介するために全国的にコンサート活動を行う。

　ユーモアたっぷりの語り口で、日本とチベットの文化の違い、家族のあり方な

　どを論じる講演も、多くの人々の感動と共感を呼び、教育関係、企業、学校な

　どからも高い評価を得ており、テレビ、ラジオでたびたび紹介される。�

○演　題　「～家族のきずな、幸せのかたち～」�

※生涯学習パスポートのポイントが、奨励賞対象ポイントに達した人は、生涯学

　習課、または各公民館までご連絡ください。（ポイントの詳細はパスポートに

　記載しています。） �

※詳しくは、生涯学習課生涯学習推進班へお尋ねください。�

 月　 日（日）午後２時～／平戸文化センター�

「生涯学習月間の取り組み」�
�
◆主な事業�
いきつきロード2008大会�
　○と　き　２月10日（日）午前９時～�

　○ところ　生月町開発総合センター�

　※受付はすでに終了しました。�

　お問い合わせ　教委生月分室（153-0541）�

�
◆その他関連事業�
第３回北部地区対抗親善ソフトバレーボール大会�
　○と　き　２月３日（日）午前９時～�

　○ところ　平戸文化センター�

　お問い合わせ　北部公民館（122-2418）�

男の料理教室�
　○と　き　２月22日(金)午前10時～�

　○ところ　北部公民館�

　○対　象　北部地区老人クラブ会員 �

　申込み・お問い合わせ　北部公民館（122-2418）�

クリーンリサイクル活動�
　○と　き　２月９日（土）午前９時～�

　○ところ　平戸南部地区一円�

　○対　象　南部地区住民�

　お問い合わせ　南部公民館（127-0047）�

公民館講座「平戸発見紀行」�
　○と　き　２月16日（土）正午～�

　○ところ　大島地区一円�

　○対　象　南部地区住民�

　お問い合わせ　南部公民館（127-0047）�

掛屋剛志君ふるさとコンサート�
　○と　き　２月23日（土）時間未定�

　○ところ　志々伎ふれあい会館�

　申込み・お問い合わせ　南部公民館（127-0047）�

第33回生月町青少年武道大会�
　○と　き　２月24日（日）午前９時～�

　○ところ　生月町Ｂ＆Ｇ海洋センター�

　○対　象　生月地区�

　お問い合わせ　生月中央公民館（153-0541）�

ふるさと塾「男の料理教室」�
　○と　き　２月26日（火）午前10時～�

　○ところ　生月町中央公民館�

　○対　象　市内男性�

　申込み・お問い合わせ　生月中央公民館（153-0541）�

第14回平戸市教育長杯中学女子バレーボール大会�
　○と　き　２月９日(土)午前８時50分～�

　○ところ　田平中学校・北松農業高校各体育館�

　お問い合わせ　教委田平分室（157-0207）�

やさしい英会話教室�
　○と　き　２月７日(木)午後７時～�

　○ところ　田平町民センター�

　○対　象　一般住民�

　申込み・お問い合わせ　教委田平分室（157-0207）�

楽しい生け花教室�
　○と　き　２月14日(木)午後７時～�

　○ところ　田平町民センター�

　○対　象　一般住民�

　申込み・お問い合わせ　教委田平分室（157-0207）�

やさしい水彩画教室�
　○と　き　２月18日(月)・25日(月)午後７時～�

　○ところ　田平町民センター�

　○対　象　一般住民�

　申込み・お問い合わせ　教委田平分室（157-0207）�

職場職域卓球大会�
　○と　き　２月７日（木）・８日（金）午後６時30分～�

　○ところ　大島中学校体育館�

　お問い合わせ　教委大島分室（155-2985）�

　市では、生涯学習推進の一環として、推進ロゴマークを作り、みなさん

から親しみのある愛称を募集したところ、市内のみなさん138人から、計

115点の応募がありました。市教育委員会では、最も多かった愛称を採用

した結果、生涯学習推進ロゴマークの愛称は、姓は「平戸」、名は「まなぶ」、

通称「まなぶ君」と決定しました。�

　これからみなさん「まなぶ君」をよろしくお願いします。�

お問い合わせ　生涯学習課生涯学習推進班（1内線2625）�

学 ん で み よ う 　 そ こ に は 新 し い あ な た と 　 ま ち キ ラ リ学 ん で み よ う 　 そ こ に は 新 し い あ な た と 　 ま ち キ ラ リ �学 ん で み よ う 　 そ こ に は 新 し い あ な た と 　 ま ち キ ラ リ �

２月は「生涯学習月間」です�
　　　　　　この機会に、ぜひ一学習を！�
２月は「生涯学習月間」です�
　　　　　　この機会に、ぜひ一学習を！�

　市では、生涯学習を推進するため　市では、生涯学習を推進するため、�

２月を２月を「生涯学習月間」生涯学習月間」と定めと定め、�

市民のみなさんに多彩な学習機会を紹介し参加を呼びかけ市民のみなさんに多彩な学習機会を紹介し参加を呼びかけていますています。�

この期間にぜひこの期間にぜひ「一学習」一学習」を！を！�

　市では、生涯学習を推進するため、�

２月を「生涯学習月間」と定め、�

市民のみなさんに多彩な学習機会を紹介し参加を呼びかけています。�

この期間にぜひ「一学習」を！�

　「人生を楽しむ秘訣　～心と体と財布の健康～」と題して、キャスターの生島ヒロ

シ氏が講演します。�

○講　師　生島ヒロシ氏�

○プロフィール　宮城県気仙沼市出身。1975年カリフォルニア州立大学ロングビー

　チ校ジャーナリズム科卒。1976年にTBSに入社。ラジオ番組を振り出しに、ア

　ナウンサーとして活躍。1989年独立。現在、TBSラジオ系「生島ヒロシのおはよ

　う定食・一直線」、日経CNBC「マーケット塾」、日本テレビ「オジサンズ11」など　

の番組出演、ＣＭ出演、講演など、多方面で活躍中。�

○定　員　300人（定員になり次第、締め切らせていただきます）�

○申込方法　電話で下記までお申し込みください。�

申込み・お問い合わせ�

　観光商工課商工物産班（1内線2276）、生涯学習課生涯学習推進班（1内線2625）�

生島ヒロシ氏�
（キャスター）�

第３回平戸市民生涯学習講演会�

入場無料�

入場無料�

生涯学習推進ロゴマークの愛称は、�
　　　　　「まなぶ君」に決定しました！�

金融経済講演会（平戸市生涯学習連携講演会）�

 月　日（祝・月）／平戸文化センター�
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生月地区�

平戸地区�

生月大橋�

写　真�

厳しい　水　事情変わらず�

引き続き「節水」へのご協力を！�

●降水の状況�

▲中津良川の取水個所（１/23撮影）�

　昨年から続く少雨傾向により、貯水施設（ダム、ため池）の貯水量が減少しています。市では、昨年11月12日に

市渇水対策本部を設置し、断水を避けるため平戸北部（度島地区を含む）・南部地区および生月地区で減圧方式の給

水制限を実施するなどさまざまな渇水対策を行いましたが、抜本的な解決には至っていません。�

　１月25日（金）現在の平戸北部地区の貯水率は64.3％、生月地区の貯水率は38.9％となっています。�

　平戸北部・南部地区および生月地区のみなさんには、減圧給水で大変ご迷惑をおかけしていますが、市民のみ

なさん一人ひとりの「節水」への取り組みが引き続き重要なものとなります。なお一層の「節水」へのご理解とご協

力をお願いします。�

　なお、平戸中部・田平・大島地区は、ダムや地下水などからの取水に問題はなく、今のところ給水制限の予定

はありません。�

　お問い合わせ　水道局122-3838

　昨年12月は、平年降水量を上回る120㎜の降水があ

りました。これにより、神曽根ダムの貯水率が一時

100％まで上昇し、平戸北部地区の貯水率は62.9％ま

で回復しました。�

　また、生月地区の貯水率も、47.5％まで回復しまし

たが、給水制限解除には至りませんでした（各貯水率

は12月30日現在）。�

　３月までは、雨が少ない時期であり、貯水率の回復

は期待できない見込みです。多少の雨では給水制限解

除となるような状態にはならず、依然として厳しい水

事情となっています。�

　関係者のみなさんのご理解とご協力により、貴重な水源を確保

することができました。上中津良町・下中津良町を流れる中津良

川より、日量最大約400m3の取水ができるよう、仮設配管工事など

を行いました。取水は、近くの中津良浄水場まで仮設した配管で

送水され、２月１日から供給できる予定です。�

　なお、この取水量は、平戸南部地区（野子・宮の浦、早福を除く。）

の１日平均配水量の約40％に当たるもので貴重な水源となります。�

●今後の渇水対策�

●貴重な水源を確保�

①平戸北部・南部地区および生月地区の減圧給水を継続します。�

②神曽根・箕坪ダム、中津良浄水場への河川からの臨時取水を継続します。�

③一般家庭と併せ、公共施設や大量使用者への節水呼びかけを強化します。�

④県や関係機関などと協議を図りながら、河川・ため池などからの取水を検討します。�

⑤貯水率の減少状況によっては、今後、減圧方式の給水制限を強化します。�

※１　降水により貯水率が上昇した場合、貯水率80％を目安に減圧方式の給水制限を解除します。�

※２　上記の「今後の渇水対策」は、今後の降水状況により変更となる場合があります。�

●貯水施設の位置と貯水状況（平戸・生月地区）�

異常渇水が続いています�引き続き「節水」にご協力を！�

川内兼用池　�
�

神曽根ダム�
　�
�

神の川ダム�
　�

桜川ダム�
　�
�

早福砂防ダム�
　�
�

福良兼用池�
�

箕坪ダム�
　�
�

大元兼用池�
　�
�

※市ホームページで随時各貯水施設の貯水率を公開しています。(「トップページ」→「くらしの便利帳」→「水道」→「貯水率情報」）�

　URL　http://www.city.hirado.nagasaki.jp/city/

●貯水率の推移�

貯水施設名称�

神曽根ダム�

箕坪ダム�

大元兼用池�

川内兼用池�

福良兼用池�

早福砂防ダム�

10/22�

100.0�

77.7�

20.4�

26.6�

52.7�

5.3

11/22�

72.6�

62.7�

21.3�

10.0�

39.6�

3.2

12/21�

57.8�

53.5�

23.9�

11.4�

28.6�

5.3

1/25�

100.0�

56.1�

27.7�

17.5�

24.0�

8.0

地　区�

平　戸�

単位：％�

10/22�

64.9�

86.9�

78.9�

95.2�

100.0

11/22�

51.3�

73.3�

73.0�

84.7�

98.0

12/21�

41.9�

57.5�

76.7�

72.9�

95.1

1/25�

32.7�

47.2�

77.1�

67.2�

100.0

地　区�

生　月�

�

田　平�

大　島�

単位：％�

貯水施設名称�

神の川ダム�

桜川ダム�

久吹ダム�

東流川砂防ダム�

轟川砂防ダム�

■平年降水量� （観測地：平戸 単位：㎜）�

90,000m3�

15,750m3

81,000m3�

22,430m3

520,000m3�

291,730m3

�

満水時�

1/25現在�

�
120,000m3�

120,000m3

160,000m3�

52,280m3

120,000m3�

56,660m3

3,000m3�

240m3

51,000m3�

12,240m3

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�

�

満水時�

1/25現在�

有効貯水量�
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　「特産品開発」、「食・地産地消」、「もてなし」、「体験型観光」、の４つの分野における人材を育成し、�

地域産業の再生による雇用の創出を目的に実施していますこのプロジェクトは、�

9月から実施した『基礎講座』に多くのみなさんにご参加いただきました。�

また、12月からは基礎編を終了したみなさんを対象として、�

個別課題を解決するため、実践編として各分野の専門家を派遣し『個別指導』を行っています。�

２月も全国で活躍されている「食環境ジャーナリスト 金丸弘美 氏」をお招きして、�

「食」のワークショップ‐平戸素材の劇場‐を開催しますので、ぜひご参加ください。�

平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト�
観光産業を核に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！�

食のワークショップ【初企画】�
　　　地元の景観を生かし、地元素材にスポットをあてたワークショップを９月から３月まで計６回行います。�

　○と　き　　2月29日（金）午前10時～午後２時�

　○ところ　　市ふれあいセンター（紐差町）�

　○参加費　　2,500円�

　○定　員　　20人限定【先着順】�

　○講　師　　食環境ジャーナリスト　金丸　弘美　氏�

　○概　要　　平戸果物の代表格「イチゴ（さちのか）」のデザートでイチゴ摘み体

　　　　　　　験の疲れを癒しませんか？イチゴ摘み体験で生産者による「イチ

　　　　　　　ゴの選び方、イチゴの摘み方」を学び、本物のイチゴを選ぶ眼を

　　　　　　　養います。そのあと、疲れた体にイチゴ（さちのか）の創作デザー

　　　　　　　トで癒しを！もちろん、イチゴの種類別による食べ比べも行いま

　　　　　　　す！（摘んだイチゴ500ｇはお持ち帰りいただけます。）�

お問い合わせ　平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）1内線2276�
　E-Mail：kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp�

　URL：http://www.city.hirado.nagasaki.jp/jinzai/�

※どなたでも参加できますが、参加を希望する場合、事前に申込みが必要です。応募多数の場合、参加できな　

　い場合がありますのであらかじめご了承ください。�

　１月11日、按針の館（木引田町）で、第３回「食のワークショップ‐平戸素材の劇場‐」が開催されました。

江戸末期に建てられた歴史ある建物で平戸の奥深い歴史を感じながら、洋食のシェフ谷川克城さん、和食の

板前宮國和彦さんの作る平戸産じゃがいもや平戸かきなど平戸産の素材を使った料理をいただきました。市

内外から参加した約30人のみなさんは、ニョッキ作りやじゃがいもの品種別によるテイスティング、生産者

の「こだわり」や食環境ジャーナリストの金丸弘美氏の説明を聞きながら、みなさん楽しくおいしく学んでい

ました。�

▲じゃがいも栽培の「こだわり」を話す生産者�

『イチゴ摘みからデザートまで贅沢な味覚』�

『じゃがいもで和と洋の融合』を開催しました�

▲ニョッキの作り方を伝授する谷川シェフ� ▲ニシユタカ（じゃがいも）と�
　　　　　　　　　　平戸牛の煮込みミラノ風�

～ウチワエビ・カキ・サザエの焼き食い～�
エビ・カキ祭り�

平戸流海鮮炭火焼�

冬の陣�

月�

／平戸港交流広場�

　� 　��

／田平町民センター�

平戸の豊かな海が育んだ自慢の逸品を堪能あれ！�

市の花木「つばき」が会場を鮮やかに彩ります�

２月のイベント情報�

　市の花木である「つばき」を中心とした鉢物や、小・中学生の絵

画展示のほか、生け花、押し花などの作品が展示されます。�

　また、茶の湯接待・バザー・農水産物の即売や素敵な賞品が

当たる三角くじなど各種イベントが盛りだくさんで開催されます。�

　清楚で身近な花「つばき」でいっぱいの会場へご来場ください。�

お問い合わせ�

　田平つばき物産展実行委員会事務局�

　（田平支所産業建設課内）1内線5155

田平つばき物産展�

◆二大特典�

①１日先着30セット限定！アワビを１個プレゼント！�
　１日先着で30セットに限り、基本セットをお買い求めの
　お客さまに、１セットに１個アワビをプレゼント！！�
②平戸温泉優待券をプレゼント！�
　基本セットをお買い求めのお客さまにもれなく、“平戸

　温泉優待券”（入浴料割引券）をプレゼントします。�

カキ天、タコ天、イカ焼き、川内かまぼこなども販売！�

ウチワエビ入りおにぎり、カキ鍋もあります！�

このほか、平戸市漁協直売所「旬鮮館」も同時オープン！�

 お問い合わせ�

　水産課水産振興班1内線2212

（土）� （土）�（日）� （日）�
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◆名誉市民とは…�
　平戸市名誉市民は、公共福祉の増進、産業・文

化の興隆または地方自治の進展に貢献し、その功

績が卓絶であり、郷土の誇りとして市民の尊敬を

受ける人を顕彰し、その栄誉をたたえることを目

的とし、本市住民または本市に縁故の深い人に対し、

市長が議会の同意を得て選定する。�

　新・平戸市が誕生して初めてとなる「名誉市民」の称号が、今年

１月１日付けで生物生態写真家の栗林　氏に贈られることが決ま

りました。�

　栗林さんは、一昨年11月、科学写真のノーベル賞といわれる「レ

ナート・ニルソン賞」を日本人として初めて受賞され、世界的な

生物生態写真家として活躍されています。�

　また、「アリの目を持つ写真家」ともいわれ、国内にとどまらず

海外での撮影も数多く手がけ、その撮影技術は、国内外から高い

評価を受けています。田平町に帰郷されてからは、活動の拠点を

この地に置かれ、その気さくで紳士的な人柄で、地域行事にも気

軽に参加・交流されるなど、地域文化のリーダーとしても敬愛さ

れています。�

　名誉市民は、新・平戸市誕生後、栗林さんが初めてで９人目と

なり、２月６日、平戸文化センターで開催される「名誉市民称号

贈呈式・市民表彰式」で、名誉市民章、名誉市民証書などが贈ら

れます。�

新・平戸市初の名誉市民に�

　  生物生態写真家 栗林　　氏�

◆平戸市名誉市民�
　故 山鹿　光世 氏（旧平戸市・元平戸市長・元県議会議員）�
　故 青　　庄藏 氏（旧平戸市・元平戸市長・元県議会議員）�
　故 永田菊四郎 氏（旧平戸市・元日本大学総長）�
　故 油屋亮太郎 氏（旧平戸市・元平戸市長・元県議会議員）�
　故 和田　季一 氏（旧田平町・高額寄附者）�
　故 金子　岩三 氏（旧生月町・元衆議院議員・元科学技術長官�
　　　　　　　　　　　・元農林水産大臣）�

　故 住江　正三 氏（旧生月町・元県議会副議長）�
　　 石田　安一 氏（旧生月町・元生月町長）�

◆栗林　　さんの主な作品�

▲川内峠のトノサマバッタ�

▲樹の上のカブトムシ�

◎Profile�

　�くりばやし・さとし�
生物生態写真家�
田平町下寺免・68歳�
昆虫などの生物写真を専門とする。�
医療用内視鏡などを基に、独自に開発したレン
ズで撮影した写真は、国内外で高い評価を得て
いる。ＤＶＤや写真集など多数出版。�
日本写真協会年度賞など数多くの賞を受賞して
いる。�

受賞おめでとうございます�

民間功労民間功労�
宗像　良三宗像　良三さん�
（76歳・戸石川町）戸石川町）�

　多年にわたり市消防
団団長などとして消防
力の増強・近代化に努
めるとともに、団員の
技術向上、消防思想の
普及に尽力し、消防防
災体制の確立と民生安
定に貢献されました。�

　多年にわたり市長と
して市勢の発展に尽力
し、地方自治の振興に
貢献。�

　多年にわたり市自治
連合協議会会長などと
して、自治意識の向上
に努め、地方自治の振
興に貢献されました。�

　多年にわたり市議会
議員および議長として
市勢の発展に尽力し、
地方自治の振興に貢献
されました。�

市町村功労�
篠　　郁雄さん�
（70歳・崎方町）�

市町村功労�
白　　信�
（69歳・明の川内町）�

民間功労�
宗像　良三さん�
（76歳・戸石川町）�

消防功労�
藤田　法照さん�
（66歳・紐差町）�

地方自治法施行60周年記念知事表彰�地方自治法施行60周年記念知事表彰�

「日記は家族みんなで取り組みました。そのこと

が評価されてとても嬉しいです」�

中津良小学校４年�
山　萌々佳さん�
（下中津良町）�

も　も　 か�

ほう�しょう�

第９回「みどりの小道」環境日記コンテスト�
個人の部　銅賞（グリーンクロスジャパン賞）�
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　12月10日、田平町民センターで、平戸ロー
タリークラブ（松浦弘会長）から田平町青少年健
全育成会（太田正喜会長）への防犯ベストの贈呈
式が行われました。平戸ロータリークラブを代
表して、川上岩三幹事が「世間では痛ましい事
件が続出しており、何らかの手を差し伸べたい
という思いから、200着の防犯ベストをお送り
しました」と話されると、受け取った太田正喜
会長は「みなさんの気持ちに応え、有効に活用
して、安全、安心のまちづくりをしていきたい」
と決意を新たにしていました。�

地域で担おう　子どもの安全�

　１月19日、下寺公民館で、下寺つばき塾「子
どもと自然は郷土の宝」が行われ、地元住民や育
成会、小学生など約60人が参加しました。同
地区では、下寺つばき塾と題して、三世代交流
をテーマに、年間を通じて沢登りやエコキャン
プなど、多彩な取り組みを実施。今回は、本市
で勤務している国際交流員（ＣＩＲ）のレムコー・
フロライクさんや平戸・松浦地区で勤務する外
国語指導助手（ＡＬＴ）など12人を招いて、オラ
ンダやアメリカ、イギリス、オーストラリアな
どの歴史や文化を学びました。�

鍋を囲んでミニ国際交流�

　恒例の消防出初め式が、１月５日、平戸文化
センターで行われ、消防職員や消防団員、婦人
防火クラブ員など約750人が参加。式典では、
永年勤続功労者や退職消防団員などに、感謝状、
表彰状が贈られました。�
　式典後、昨年10月に全国女性消防操法大会に
出場した、市女性消防隊６人による消防操法の
披露や、消防車両による街頭パレード、平戸港
に向けての一斉放水などが行われ、新年の消防
と防災への決意を新たにしました。�

防災への決意を新たに�

　１月20日、第37回平戸縦断駅伝大会（宮の浦
バス停前～平戸文化センター、７区間42.1km）
が開かれ、あいにくの雨模様の中、市内外から
24チームが出場し、健脚を競い合いました。
一般市内の部では、初出場したチーム平戸が初
優勝し、高校の部では、猶興館高校が前回大会
の記録を約10分短縮し努力賞を受賞しました。
各部門の優勝チームとタイムは次のとおり。�
【一般市内】　チーム平戸　　　2時間34分45秒�
【一般フリー】目達原自衛隊Ａ　2時間25分27秒�
【高　　校】　松浦高校Ａ　　　2時間27分42秒�

初出場の「チーム平戸」が初Ｖ�

 荒木ミヲさん100歳おめでとう！�

　12月17日、大島村漁協で、大島中学校２年
生13人がワカメ養殖を体験しました。同学年
では「海に学ぶ」をテーマに総合学習の時間を利
用して、水産業の体験学習を行っており、ワカ
メの養殖は毎年恒例の体験。今回は昨年５月に
種付けを行い、水槽で培養していたワカメの芽
胞体を県北水産業普及指導センター職員の指導
のもと、生徒のみなさんで、40cmほどの長さ
のプラスチック約50本に巻きつけ、海面での
養殖を始めました。成長したワカメは３月ごろ
に収穫し、ワカメ饅頭と酢の物を作る予定です。�

大きく、おいしく育ってね！�

雪が降る中、�
白熱したレース展開！�

　１月１日、生月地区の新年
の伝統行事「第53回生月島縦断
駅伝大会（町内６区間22.7㎞）」
が開かれ、地区の部６チーム、
一般の部４チーム、学生の部
８チーム、オープン参加４チ
ームの計22チームが参加し、
健脚を競いました。�
　当日は朝から雪が降り、肌
を刺す寒さの中、選手のみな
さんは、沿道に駆けつけたみ
なさんの声援を受けながら、
元日の生月島を力走しました。
優勝チームは次のとおり。�
【地区の部】舘浦　�
【一般の部】猶興館�
【学生の部】生月中学校野球部B

　12月20日、田平町山内免の荒木ミヲさんが
100歳の誕生日を迎えられ、同月25日、白　市
長が自宅を訪れ、長寿を記念して花束と記念品
を贈りました。荒木さんは、肉を食べずに、な
るだけ小魚や野菜を食べるよう心がけていると
のこと。若いころは、朝早く起床し農業に携わ
り、規則正しく、精神的にも肉体的にも常に節
制した生活を送り、ぜいたくをしないように心
がけていたそうです。記念品と花束を渡すと、
「みなさん本当にありがとうございます」と満面の笑
顔で答えてくれました。�
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福地　邦彦さん（29歳・紐差町）�
ふく ち　　　くに ひこ�

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　総務課広報広聴班　E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp

クラブ紹介�

募集しています
�

■勤務先�

　郵便局株式会社紐差郵便局�
■ニックネーム�

　ふくっち�

■性格は？�

　明るくて真面目�

■趣味・特技�

　バドミントン、ギター�

「お客様から信頼していただき、気軽に声を�
　かけていただけるよう日々頑張っています」�

★お誕生日おめでとう！★�

　郵便局に就職し、初めての勤務先が紐差郵便局だっ
たという福地さんは、今年で５年目。もともと長崎市
出身で、最初は平戸の方言に慣れるのに時間がかかっ
たとか。現在は、貯金と保険業務を担当し外回りする
毎日。「地域のみなさんからは、すごく温かく迎えて
もらっています」と福地さん。趣味のバドミントンと
ギターのおかげでたくさんの友達もできたそうで、今
ではすっかり平戸に愛着が湧いているそうです。�

「バスケットボールに興味がある人�
�　　　　　　　　　入部お待ちしています」�

「誰でも気軽に楽しめるバドミントンを�
　　　　　　　　　　一緒に始めてみませんか」�
�

　IKITSUKI OCEANSは、昨年の１月に発足した、活動１年

目の新しいバスケットボールクラブです。生月地区には、

以前は体育協会のチームがありましたが、新しくチームを

作り、心機一転再出発したいとの

みんなの思いで昨年結成しました。

現在、男子は県北リーグ４部、女

子は県北リーグ２部に参加し、毎

月第３日曜日に試合を行っていま

す。女子チームは昨年、県民体育

大会に平戸代表として出場し、１

回戦を突破。次の県民体育大会で

はベスト４を目指しています。バ

スケットボールが好きなみなさん、

初心者大歓迎です。入部お待ちし

ています。�

�
�

　南部バドミントンクラブは、初心者から経験者が入り混

じって、和気あいあいとした雰囲気で毎回の練習に励んで

います。市内で開催される大会にも毎回出場し、部員それ

ぞれが自分の目標に向かって練習しています。�

　現在は、経験者の部員

で初心者のレベルを底上

げしようと努力しています。

南部バドミントンクラブ

では、現在部員を募集し

ています。バドミントンは、

少人数からでき、老若男

女問わず誰でも気軽に楽

しめるスポーツです。み

なさんもぜひバドミント

ンを始めてみませんか。

初心者でも大歓迎です。�

�

活 動 日／毎週月・火・木・金曜日午後８時～午後10時�
活動会場／南部中学校体育館�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　127-0273（亀渕）�
部 員 数／30人�
参 加 費／月額　500円（練習参加毎に200円）�
代　　表／亀渕　寛さん（下中津良町）�
�　　　　森あけみさん（前津吉町）�
�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／毎週水・金曜日　午後８時～午後10時�
活動会場／水曜日　Ｂ＆Ｇ海洋センター�
�　　　　金曜日　生月中学校体育館�
対 象 者／高校生以上�
連 絡 先／代表宅　153-2318（岩永）�
　　　　　　　　　153-3295（破戸）�
部 員 数／26人�
参 加 費／年額　5,000円�
代　　表／岩永　昭和さん（生月町壱部浦）�
　　　　　破戸　亜希子さん（生月町壱部）�

神�　風花ちゃん�
  　　  （Ｈ17.２.20生）�

かんざき　　ふう か�

～正太さん・智子さんの長女～�
≪田平町小手田免≫�

中島　祐樹くん�
  　　  （Ｈ19.２.17生）�

�

なかしま　　ゆう き �

～幸男さん・喜美代さんの長男～�
≪田平町山内免≫�

�
�

いろいろなことにチャレンジして�
元気に育ってネ！�

いろいろなことにチャレンジして�
元気に育ってネ！�

白石　奈々ちゃん�
　　　　（Ｈ19.２.13生）�

しらいし　　  な　な�

～裕幸さん・千恵美さんの長女～�
≪生月町山田免≫�

�

誰からも好かれる子に育ってネ！誰からも好かれる子に育ってネ！�誰からも好かれる子に育ってネ！�
歩けるようになったら�
動物園行こうネ！�

�

歩けるようになったら�
動物園行こうネ！�

�

 広報 ひらど　2008. ２�
Hirado City Public Relations 16

 広報 ひらど　平成20年２月号�
Hirado City Public Relations17

vol.27



■おたのしみ会　23日（土）午後1時30分～�
　北部公民館２階（どなたでも参加できます！）�
　※催し物（おはなし・紙芝居・エプロンシアター・�
　　人形劇・クイズ大会など）�
■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～�
■赤ちゃんおはなし会　12日（火）午前10時30分～�

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■いのちのパレード／恩田　陸�
■カツラ美容室別室／山崎ナオコーラ�
■スイート･ダイアリーズ／須賀しのぶ�
■星へ落ちる／金原ひとみ�
■先生と僕／坂木　司�
■へび女房／蜂谷　涼�
■のぼうの城／和田　竜�
■告白／松井　秀喜�
■私／谷川俊太郎�
■検察を支配する「悪魔」／田中森一・田原総一朗�
■石油価格はどう決まるか／甘利　重治�
■長崎蘭学の巨人　志筑忠雄とその時代／松尾龍之介�
■モンスター･ペアレント／本間　正人�
■女は見た目！／枝口　玲己�
■野性の勘で恋せよ乙女！／橘　つぐみ�
�
�

［２月の休館日］�
　毎週月曜日（4日・11日・18日・25日）�

［２月の休館日］�
　毎週月曜日（4日・11日・18日・25日）�

■いたずらっこのきたかぜさん／村上　康成�
■かくれんぼ／せなけいこ�
■ちょっとだけ／鈴木　永子�
■魔女と森の友だち／ささめやゆき　　　�
■落語絵本　ときそば／川端　誠�
■りゅうぐうじょうでさがしもの／国松エリカ�
■ベスとアンガス／マージョリー・フラック�
■無愛想なアイドル／杉本　りえ�
■もりのゆうびんポスト／原　京子�
■風の館の物語　2／あさのあつこ�
■ついていったら、だまされる／多田　文明�
■国語算数理科しごと／岩谷　誠治�
■なぜ、めい王星は惑星じゃないの？／布施　哲治�
■発見！恐竜のミイラ／フィリップ・ラーズ・マニング�
■おかあさん　なあに／田中ナナ童謡集　�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）２日・16日・23日�
■映画会　９日（土）�
　・まんが日本昔ばなし(宝のおお釜／雷と月と日など) �
　・ふしぎの国のアリス�

永田記念図書館�

■陰陽屋へようこそ／天野　頌子�
■夏光／乾　ルカ�
■亡命者ザ・ジョーカー／大沢　在昌�
■アウトレットブルース／川村　勝�
■はぐれ鷹／熊谷　達也�
■くちぶえ番長／重松　清�
■妻と罰／土屋　賢二�
■一粒の人生論／船井　幸雄�
■子育てハッピーエッセンス100％／明橋　大二�
■脱ステロイドのアトピー治療／松田三千雄�
■カラダと健康その｢常識｣は非常識／湯浅　景元�
■うちエコ入門／ペオ・エクべリ＆聡子・エクべリ�
■国産米粉でクッキング／坂本　廣子＋坂本　佳奈 　�
■０～５歳まで使えるはじめての離乳食＋こどもごはん／�
　　　　　　　　　　　　　　加藤　初枝＋牧野　直子 �
■農産加工所の開設　経営・商品開発／小池　芳子 �
�

『食べて健康！�
よもぎパワー』�

■ちいさな　ひこうき／笠野　裕一�
■すてき　すてき／岡井　美穂�
■ハナさんのあかいぬの／なとりちづ�
■ゆきがいっぱいふりました／ましませつこ �
■とうさん　ごりら／阿部　知暁 �
■ばばばあちゃんのかんてんりょうり／さとうわきこ�
■じゃがいものふるさと／山本　紀夫 �
■おにはーそと！／ながはまひろし �
■まめまきこびとのおはなし／まついのりこ �
■ひとりじめ／いもとようこ�
■ほっぺのすきなこ／杉田比呂美�
■ふしぎなキャンディーやさん／みやにしたつや�
■むかしばなしめいろ24／ひやまゆみ�
■ゴールライン／秋木　真�
■ルナトーク／岡沢　ゆみ�
�

作／大城　築�
出版社／農文協�
�　ビタミン・ミネラルが豊富で、生活

習慣病予防にも役立つ身近な健康野菜
｢よもぎ｣。その健康パワーを活かした
食べ方の数々を紹介。あく抜きや保存
法などの基本的な扱い方も解説。�

　新井素子が選んだ、星新一のアンソ
ロジー。全世界で、あるいは全宇宙で
読み継がれるべき54の作品と、単行本
初収録のエッセイ「星くずのかご」全18
本を収録する。星新一作品世界のすべ
てがわかる一冊。�

　明るく、楽しく、ゆかいなむかしば
なしを、いきいきとした文と親しみや
すい絵でおくります。「とらときつね」
「桃太郎」「さるのきも」「山伏とたぬき」
など、全部で12編を収録。�

『たのしいこびと村』�
作／エーリッヒ・ハイネマン�
出版社／徳間書店�

　ねずみの親子がたどりついたのは、
夢のようにすてきな村だったのです。
心あたたまるドイツの古典童話です。�

『ほしのはじまり決定版�
星新一ショートショート』�
�著者名／星　新一　�
出版社／角川書店�

よみたいききたい�
　むかしばなし  1のまき�

『ねこのおんがえし』　�
著者名／中川李枝子�
出版社／のら書店�

22-4017 28-0128

石田　輝男さん（87）�
　　　　　　　（大島村西宇戸在住）�

　素直・誠実が信条の石田さんは、
輝かしい功績をたくさんお持ちの上、
趣味もゲートボール、釣り、盆栽、書、
画、園芸など多彩で、地域のみなさ
んに信頼されるリーダー的存在です。�

　食事・運動・薬の３本柱をしっ
かり管理して、病気と上手くつき
あうことが大切だと考えています。�
�

　365日朝から晩まで稲作、野菜作り、
牛の世話と毎日忙しい日々を送って
います。　　　�
　若いころは、いろんな経験をされ
ており知識豊富で毎日あったことを
日記につけています。�

　病気かなと思ったら病院に行き
医師の判断を仰ぐ。暴飲暴食はし
ない。酒を飲むときは１合以上飲
まない。�
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青山　福太郎さん（94）�
　　　　　　　　　　（小田町在住）�

■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

  128－1000　�
■生月支所市民協働課福祉保健班�

  153－2111
■田平町福祉保健センター�

  157－0977
■大島支所市民協働課福祉保健班�

  155－2511

����������

　
て
ん
か
ん
は
、
脳
の
慢
性
の
病
気
で
、

そ
の
多
く
は
、
小
児
期
か
ら
思
春
期
に

発
症
し
ま
す
。
発
症
し
て
か
ら
で
き
る

だ
け
早
期
に
診
断
し
て
治
療
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
放
置
し
て
お
く
と
、

発
作
の
回
数
が
増
加
し
た
り
、
発
作
の

程
度
が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
作
を
繰
り
返
す
と
、
発
達
や
学
習
に

悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

○
て
ん
か
ん
の
症
状�

　
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
と
し
て
突
然

意
識
を
失
う
、
記
憶
が
飛
ぶ
、
う
つ
ろ

な
表
情
を
し
て
意
識
を
無
く
す
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。
た

だ
し
、
大
半
の
発
作
は
一
過
性
で
あ
り
、

数
分
か
ら
10
数
分
程
度
で
回
復
す
る
の

が
一
般
的
で
す
。�

○
け
い
れ
ん
が
起
こ
っ
た
と
き
の�

　
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
と
応
急
処
置

　
の
仕
方�

　
け
い
れ
ん
に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
持

続
時
間
、
け
い
れ
ん
の
形（
全
身
性
か
、

体
の
一
部
分
だ
け
か
）、
意
識
は
あ
る

か
、
な
ど
に
つ
い
て
観
察
し
ま
す
。
け

い
れ
ん
の
持
続
時
間
が
10
分
以
上
続
く

な
ら
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
を
考
え
、

10
分
未
満
の
場
合
で
も
、
原
因
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
た
め
に
も
落
ち
着
い
た
ら

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。�

　
ま
た
、
発
作
の
時
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、
食
べ
物
や
吐
物
に

よ
る
窒
息
で
す
。
口
の
中
に
食
べ
物
が

入
っ
て
い
る
時
や
吐
き
そ
う
な
時
に
は
、

顔
を
横
向
き
に
し
て
、
嘔
吐
に
よ
る
窒

息
を
防
ぎ
ま
す
。
舌
は
丸
め
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
舌
を
か
む
心
配
は
な
い
の

で
、
口
に
割
り
箸
や
指
を
入
れ
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
騒
い
だ
り
、
怖
が

っ
た
り
、
身
体
を
ゆ
す
っ
た
り
せ
ず
、

冷
静
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。�

○
精
神
通
院
医
療
費
や�

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳�

　
て
ん
か
ん
は
、
症
状
に
よ
っ
て
は
、

精
神
通
院
医
療
費（
公
費
補
助
）や
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
適
用
に
な
り

ま
す
。
精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て
は
、

福
祉
事
務
所
が
、
窓
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!

みんなの図書館�みんなの図書館�
としょかん�サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�

●保健師だより●�

保健師　小川　聖子�

『てんかんに�
　　　　ついて』�



■保険福祉課国保年金班（1内線2590）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進室（1内線2635）�

平戸オランダ商館風説書�
～和蘭商館跡の石垣修復工事が完了～�

▲完了後�

▲着工前�

Vol.28

■名　称�

　最教寺の懸仏�

■種　別�

　県指定文化財�

■指定年月日�

　昭和49年4月9日�

■所有者　最教寺�

■所在地　岩の上町�

　（霊宝館にて展示）�

文化財ＤＡＴA

■名　称�

　最教寺の繍張誕生仏一幅�

■種　別�

　県指定文化財�

■指定年月日�

　昭和49年10月８日�

■所有者　最教寺�

■所在地　岩の上町�

文化財ＤＡＴA

最
教
寺
の
懸
仏�

か
け
ぼ
と
け�

県
指
定
文
化
財�

����������

　
懸
仏
は
、
神
社
の
ご
神
体
と
さ
れ
る
鏡

に
、
仏
様
を
映
し
出
し
、
そ
の
姿
を
彫
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
銅
板
に
打

ち
出
し
た
仏
像
を
立
体
的
に
飾
る
よ
う
に

な
り
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
も

の
で
す
。
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
鎌

倉
時
代
以
降
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

20
㎝
〜
30
㎝
の
大
き
さ
で
あ
る
懸
仏
の
な

か
で
、
最
教
寺
の
懸
仏
は
１
・
５
ｍ
と
か

な
り
大
型
の
も
の
で
す
。
ヒ
ノ
キ
材
の
上

に
銅
版
を
は
り
、
中
央
に
十
一
面
観
音
、

向
か
っ
て
右
に
不
動
明
王
、
左
に
毘
沙
門

天
が
立
ち
、
下
方
に
は
波
模
様
、
阿
吽
の

こ
ま
犬
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
外
輪
に
は

三
鈷
杵
文
と
法
輪
文
で
飾
り
つ
け
、
釣
り

環
座
は
獅
噛
形
の
獅
子
頭
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
作
ら
れ
た
の
は
作
風
な
ど

か
ら
16
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、

作
者
や
願
主
な
ど
の
銘
な
ど
は
刻
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
は
小
値
賀
町
の
長

楽
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
明
治

期
の
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な
り
、
本
山
格

で
あ
る
最
教
寺
に
移
さ
れ
現
在
に
伝
わ
っ

て
い
る
も
の
で
す
。�

�

�

ねんきん特別便について�

　年金加入歴・年金加入期間などをお知らせする「ねんきん特別便」が、社会保険業務センターから「5,000
万件」の名寄せの結果記録が結びつく可能性のある年金受給者のみなさんへ送付されています。この「ねん
きん特別便」が届いた人は、新たな年金記録が結びつく可能性がありますので、内容を確認の上必ず回答
してください。�
　①訂正がない場合�
　　⇒同封の「確認はがき」を返送してください。�
　②訂正がある場合�
　　⇒現役加入者：「年金加入記録照会票」を同封の返信用封筒で返送してください。�
　　⇒年金受給者：「年金加入記録照会票」に年金証書・年金手帳を添えて佐世保社会保険事務所、　　　
　　　　　　　　　または保険福祉課国保年金班（支所・出張所含む）へ提出してください。�
　なお、これ以外の被保険者や受給者のみなさんにも順次送付される予定です。�
「ねんきん特別便」に関するご相談の専用ダイヤルは、10570-058-555です。�
�
『住所変更の届け出は忘れずに』�
　住所変更の届け出がお済みでない場合は、大切な「ねんきん特別便」が届きません。住所の変更・訂正は
ご自身による手続きが必要となりますので、お手数ですが次の届出先で手続きをお願いします。�
・国民年金第１号被保険者　･･･　保険福祉課国保年金班（支所・出張所含む）�
・厚生年金加入者　　　　　･･･　厚生年金加入者のお勤め先の社会保険担当部署�
・国民年金第３号被保険者　･･･　　　　〃�
・年金受給者　　　　　　　･･･　社会保険事務所�
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�
　平成18年から行っていた和蘭商館跡の山側石垣の修復工事が

終わりました。発掘調査によって商館時代の石垣の底部を終わりました。発掘調査によって商館時代の石垣の底部を確認確認

しながら、当時の姿を復元していきましたしながら、当時の姿を復元していきました。�

　商館跡の石積の特徴は、ほとんど加工を加えない自然の　商館跡の石積の特徴は、ほとんど加工を加えない自然の石を石を

積み、すき間に小さな石をはさみ込んで補強している点な積み、すき間に小さな石をはさみ込んで補強している点などでどで

すが、今日では当時の石積技術が途絶えてしまっているのすが、今日では当時の石積技術が途絶えてしまっているので、で、

修復に際しては発掘調査や解体したときに得られたデータ修復に際しては発掘調査や解体したときに得られたデータを元を元

に慎重に作業を進めていきましたに慎重に作業を進めていきました。�

　こうした作業によって得られた商館の石垣のデータは、　こうした作業によって得られた商館の石垣のデータは、今後今後、

この地域のさまざまな石垣を調査する上でも重要な資料とこの地域のさまざまな石垣を調査する上でも重要な資料となりなり

ます。例えば平戸城はます。例えば平戸城は16131613年に焼失し、年に焼失し、17041704年から再建され年から再建され

ますが、どの石垣が古い時代のものなのか、あるいは新しますが、どの石垣が古い時代のものなのか、あるいは新しい時い時

代の石垣はどこなのかということも今回のような調査を積代の石垣はどこなのかということも今回のような調査を積み重み重

ねていくことにより解明されていくと思いますねていくことにより解明されていくと思います。�

�

�
　平成18年から行っていた和蘭商館跡の山側石垣の修復工事が

終わりました。発掘調査によって商館時代の石垣の底部を確認

しながら、当時の姿を復元していきました。�

　商館跡の石積の特徴は、ほとんど加工を加えない自然の石を

積み、すき間に小さな石をはさみ込んで補強している点などで

すが、今日では当時の石積技術が途絶えてしまっているので、

修復に際しては発掘調査や解体したときに得られたデータを元

に慎重に作業を進めていきました。�

　こうした作業によって得られた商館の石垣のデータは、今後、

この地域のさまざまな石垣を調査する上でも重要な資料となり

ます。例えば平戸城は1613年に焼失し、1704年から再建され

ますが、どの石垣が古い時代のものなのか、あるいは新しい時

代の石垣はどこなのかということも今回のような調査を積み重

ねていくことにより解明されていくと思います。�
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ほ
と
け
ね

は
ん

ず�

ち
ゃ
く
し
ょ
く�

て
ん
じ
ょ
う
て
ん
が�

ゆ
い�

が

ど
く
そ
ん�

は
な

み

ど
う�

て
ん�

������

　
最
教
寺
に
あ
る
繍
張
誕
生
仏
は
、
朝

鮮
半
島
で
制
作
さ
れ
た
も
の
を
、
文
禄
・

慶
長
の
役
に
出
兵
し
た
松
浦
家
第
26
代

鎮
信
（
法
印
）
が
持
ち
帰
り
、
絹
本
著
色

仏
涅
槃
図（
平
成
18
年
６
月
号
の
平
戸
遺

産
で
紹
介
）
と
と
も
に
、
慶
長
12�
年（
１

６
０
７
）に
最
教
寺
落
成
時
に
寄
進
し
た

も
の
で
す
。
誕
生
仏
は
釈
迦
の
誕
生
の

瞬
間
を
描
く
も
の
で
、
子
ど
も
の
姿
を
し
、

右
手
を
天
に
向
け
て
、
左
手
を
地
に
向

け
て
、
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
言
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
御
堂
を
中
心

に
太
陽
、
鳳
凰
、
天
人
、
人
物
な
ど
が
金
、�

�

����

銀
、
紫
、
白
、
紺
、
緑
の
糸
で
刺
繍
さ
れ

て
い
ま
す
。
縦
１
４
１
㎝
、
横
１
３
４
㎝

で
表
装
は
江
戸
時
代
に
手
直
し
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
文
様
は
15
世
紀
初
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
、
補
修
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
な
く
伝
え
ら
れ
た
も
の
は
少
な
く
、
大

変
貴
重
な
も
の
で
す
。�
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後期高齢者医療制度�
　　　で受けられる給付�

○医療給付の種類は、現行の老人医療と同じです。�

○高額介護合算療養費が設けられます。�

　▲同一世帯の被保険者において、医療保険の自

　　己負担と介護保険の自己負担の両方が生じた

　　場合、これらを合わせた額について年額での

　　上限額が設けられ、負担が軽減されます。�

　　（高額医療・高額介護合算制度）�

○医療機関での�

　窓口負担は、現行の老人医療と同じです。�

　▲病院や診療所などの窓口での�

　　　　　自己負担の割合は１割�

　（現役並み所得者の人は３割）と変わりません。�

※３割負担となる現役並み所得者に該当するかど

　うかは、同一世帯の被保険者の所得と収入によ

　り判定します。（市町村民税課税所得145万円以上、

　かつ、収入が後期高齢者複数世帯520万円以上、

　単身世帯383万円以上）�

※窓口負担は、月ごとの上限額が設けられています。�

※自己負担限度額を超えた高額医療費は、今まで

　同様、ご指定口座に振り込む方法などで支払わ

　れます。�

①健康診査を受けることができます。�

　※原爆被爆者健診受診対象者や介護施設入所者

　　などは除きます。�

②はり・きゅう施術の助成を�

　　　　　　　受けることができます。�

　※指定を受けた施術所で受ける「はり・きゅう」

　　に対して、月５回まで、１回あたり700円を支

　　給します。�

③被保険者が亡くなられた際には、�

　　　　葬祭費として２万円を支給します。�

　○　○75歳以上の人が対象となります。が対象となります。（一定以上の障害のある人は一定以上の障害のある人は65歳以上歳以上）�

　○平成　○平成20年３月末までに、年３月末までに、新しい保険証が１人に１枚交付されますされます。�

　　老人医療受給者証を持っている人は、　　老人医療受給者証を持っている人は、制度開始の際、手続きは不要ですです。�

　○申請や届け出などの受付窓口は、平戸市が行い、制度　○申請や届け出などの受付窓口は、平戸市が行い、制度の運営を広域連合が行いますの運営を広域連合が行います。�

　○保険料の納付は、原則として年金天引きとなります。　○保険料の納付は、原則として年金天引きとなります。（年金額が年額年金額が年額18万円未満の人などを除く）万円未満の人などを除く）�

　　→これまで加入されていた国民健康保険や社会保険な　　→これまで加入されていた国民健康保険や社会保険などから移行することになりますどから移行することになりますので、これらので、これら

　　　の医療保険で負担していた保険料に代わり、後期高　　　の医療保険で負担していた保険料に代わり、後期高齢者医療制度の保険料を納めま齢者医療制度の保険料を納めます。�

　　→社会保険などの被扶養者としてこれまで保険料を払　　→社会保険などの被扶養者としてこれまで保険料を払っていなかった人は、一定期間っていなかった人は、一定期間猶予・軽減措猶予・軽減措

　　　置があります。　　　　置があります。　�

　○75歳以上の人が対象となります。（一定以上の障害のある人は65歳以上）�

　○平成20年３月末までに、新しい保険証が１人に１枚交付されます。�

　　老人医療受給者証を持っている人は、制度開始の際、手続きは不要です。�

　○申請や届け出などの受付窓口は、平戸市が行い、制度の運営を広域連合が行います。�

　○保険料の納付は、原則として年金天引きとなります。（年金額が年額18万円未満の人などを除く）�

　　→これまで加入されていた国民健康保険や社会保険などから移行することになりますので、これら

　　　の医療保険で負担していた保険料に代わり、後期高齢者医療制度の保険料を納めます。�

　　→社会保険などの被扶養者としてこれまで保険料を払っていなかった人は、一定期間猶予・軽減措

　　　置があります。　�

　お問い合わせ�

　保険福祉課国保年金班（1内線2592）�
　長崎県後期高齢者医療広域連合（1095-816-3930）�

◆医療給付と窓口負担�

◆制度のポイント�

◆そのほかに受けられる給付�

老人保健制度から　　後期高齢者医療制度へ�
今年４月�

�����������������������������������

���������

　
　
　
戸
市
は
、
本
土
の
最
西
端
に
位
置

　
　
　
戸
市
は
、
本
土
の
最
西
端
に
位
置

　
　
　
し
大
陸
に
近
い
こ
と
か
ら
、
古
く

　
　
　
し
大
陸
に
近
い
こ
と
か
ら
、
古
く

　
　
　
か
ら
大
陸
交
流
の
玄
関
口
と
し
て

　
　
　
か
ら
大
陸
交
流
の
玄
関
口
と
し
て

栄
え
、

栄
え
、
1616
世
紀
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来

世
紀
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来

航
し
、

航
し
、
1717
世
紀
前
半
に
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ

世
紀
前
半
に
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ

ギ
リ
ス
の
商
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
日
本

ギ
リ
ス
の
商
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
日
本

に
お
け
る
海
外
交
易
の
拠
点
と
し
て
、
西

に
お
け
る
海
外
交
易
の
拠
点
と
し
て
、
西

洋
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
窓
口
と
な

洋
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
窓
口
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
街
並

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
街
並

み
や
、
ほ
か
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
魅

み
や
、
ほ
か
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
魅

力
的
な
平
戸
市
独
自
の
景
観
資
源
が
市
内

力
的
な
平
戸
市
独
自
の
景
観
資
源
が
市
内

各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す

各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
平
戸
市
の
良
好
な
景
観
資
源

　
こ
う
し
た
平
戸
市
の
良
好
な
景
観
資
源

を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は

を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は

私
た
ち
の
責
務
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
戸

私
た
ち
の
責
務
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
戸

市
は
、
景
観
づ
く
り
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

市
は
、
景
観
づ
く
り
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合

を
明
確
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
景
観
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

ら
、
景
観
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

に
着
手
し
ま
す

に
着
手
し
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
条
例
と
は
？

　
◆
景
観
条
例
と
は
？�

�

　
景
観
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
法
律
と
し

　
景
観
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
法
律
と
し

て
景
観
法
が
平
成

て
景
観
法
が
平
成
1616
年
６
月
に
制
定
さ
れ

年
６
月
に
制
定
さ
れ
、

平
成
平
成
1717
年
６
月
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た

年
６
月
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。�

���������

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
地
域
特
性
を

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
地
域
特
性
を�

生
か
し
た
景
観
形
成
を
行
う
仕
組
み
と
し

生
か
し
た
景
観
形
成
を
行
う
仕
組
み
と
し

て
、
景
観
条
例
を
地
方
公
共
団
体
が
独
自

て
、
景
観
条
例
を
地
方
公
共
団
体
が
独
自�

に
整
備
・
制
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

に
整
備
・
制
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
。�

�

　
◆
景
観
行
政
団
体
と
は
？

景
観
行
政
団
体
と
は
？�

�

　
景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
法
に
規
定

　
景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
景
観
行
政
を
担
う
主
体
を
指

さ
れ
て
い
る
景
観
行
政
を
担
う
主
体
を
指

し
ま
す
。
景
観
法
に
よ
り
政
令
市
、
中
核

し
ま
す
。
景
観
法
に
よ
り
政
令
市
、
中
核

市（
長
崎
市
な
ど

長
崎
市
な
ど
）、
都
道
府
県

、
都
道
府
県（
長
崎
県

長
崎
県
）

は
自
動
的
に
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景

は
自
動
的
に
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景

観
行
政
に
意
欲
の
あ
る
そ
の
ほ
か
の
市
町

観
行
政
に
意
欲
の
あ
る
そ
の
ほ
か
の
市
町

村
は
、
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
・
同
意

村
は
、
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
・
同
意

に
よ
り
景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ
と
が
可

に
よ
り
景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ
と
が
可

能
で
す

能
で
す
。�

　
平
戸
市
は
、
平
成

　
平
戸
市
は
、
平
成
2020
年
３
月
ま
で
に
景

年
３
月
ま
で
に
景

観
行
政
団
体
と
な
る
た
め
の
取
り
組
み
を

観
行
政
団
体
と
な
る
た
め
の
取
り
組
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を

行
い
ま
す

行
い
ま
す
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◆
景
観
計
画
と
は
？

　
◆
景
観
計
画
と
は
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景
観
計
画
と
は
、
景
観
行
政
団
体
が
良

　
景
観
計
画
と
は
、
景
観
行
政
団
体
が
良

好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
定

好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
定

め
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
景
観
計
画

め
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
景
観
計
画

の
区
域
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る

の
区
域
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る

方
針
、
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど

方
針
、
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど�

を
定
め
ま
す

を
定
め
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
計
画
の
役
割
と
は
？

　
◆
景
観
計
画
の
役
割
と
は
？�

�

　
景
観
計
画
は
、
平
戸
市
の
景
観
ま
ち
づ

　
景
観
計
画
は
、
平
戸
市
の
景
観
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
基
本
と
な
る
も
の
で
、
建

く
り
を
進
め
る
基
本
と
な
る
も
の
で
、
建

物
や
工
作
物
な
ど
に
つ
い
て
、
良
好
な
景

物
や
工
作
物
な
ど
に
つ
い
て
、
良
好
な
景

観
形
成
の
た
め
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
す

観
形
成
の
た
め
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
す
。�

こ
の
基
準

こ
の
基
準（
一
定
の
ル
ー
ル

一
定
の
ル
ー
ル
）に
よ
っ
て
、

に
よ
っ
て
、

建
物
や
工
作
物
が
建
て
ら
れ
な
く
な
る
こ

建
物
や
工
作
物
が
建
て
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

建
築
物
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
な
ど
に

建
築
物
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
な
ど
に

つ
い
て
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

つ
い
て
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
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。�
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成
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か
ら
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で
景
観
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画
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い
て
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会

計
画
を
含
む
景
観
条
例
に
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い
て
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会

や
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す

や
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。�

　
景
観
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例
の
制
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、
長
崎
県
が
進
め
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観
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の
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、
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る
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産
登
録
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て
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る
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界
遺
産
登
録
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き
、
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成
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頭
に
置
き
、
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成
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３
月
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定
を
目

年
３
月
制
定
を
目

標
に
取
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ま
す

標
に
取
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組
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ま
す
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戸
市
は
、
本
土
の
最
西
端
に
位
置

　
　
　
し
大
陸
に
近
い
こ
と
か
ら
、
古
く

　
　
　
か
ら
大
陸
交
流
の
玄
関
口
と
し
て

栄
え
、
16
世
紀
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来

航
し
、
17
世
紀
前
半
に
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ

ギ
リ
ス
の
商
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
日
本

に
お
け
る
海
外
交
易
の
拠
点
と
し
て
、
西

洋
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
窓
口
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
歴
史
的
な
街
並

み
や
、
ほ
か
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
魅

力
的
な
平
戸
市
独
自
の
景
観
資
源
が
市
内

各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
平
戸
市
の
良
好
な
景
観
資
源

を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は

私
た
ち
の
責
務
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
戸

市
は
、
景
観
づ
く
り
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
景
観
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

に
着
手
し
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
条
例
と
は
？�

�

　
景
観
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
法
律
と
し

て
景
観
法
が
平
成
16
年
６
月
に
制
定
さ
れ
、

平
成
17
年
６
月
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。�

���������

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
地
域
特
性
を�

生
か
し
た
景
観
形
成
を
行
う
仕
組
み
と
し

て
、
景
観
条
例
を
地
方
公
共
団
体
が
独
自�

に
整
備
・
制
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

�

　
◆
景
観
行
政
団
体
と
は
？�

�

　
景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
景
観
行
政
を
担
う
主
体
を
指

し
ま
す
。
景
観
法
に
よ
り
政
令
市
、
中
核

市（
長
崎
市
な
ど
）、
都
道
府
県（
長
崎
県
）

は
自
動
的
に
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景

観
行
政
に
意
欲
の
あ
る
そ
の
ほ
か
の
市
町

村
は
、
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
・
同
意

に
よ
り
景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ
と
が
可

能
で
す
。�

　
平
戸
市
は
、
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
景

観
行
政
団
体
と
な
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
計
画
と
は
？�

�

　
景
観
計
画
と
は
、
景
観
行
政
団
体
が
良

好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
定

め
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
景
観
計
画

の
区
域
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る

方
針
、
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど�

を
定
め
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
計
画
の
役
割
と
は
？�

�

　
景
観
計
画
は
、
平
戸
市
の
景
観
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
基
本
と
な
る
も
の
で
、
建

物
や
工
作
物
な
ど
に
つ
い
て
、
良
好
な
景

観
形
成
の
た
め
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
す
。�

こ
の
基
準（
一
定
の
ル
ー
ル
）に
よ
っ
て
、

建
物
や
工
作
物
が
建
て
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

建
築
物
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
な
ど
に

つ
い
て
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

　
◆
景
観
条
例
制
定
ま
で
の�

　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

�

　
平
成
20
年
度
か
ら
市
内
各
地
区
で
景
観

計
画
を
含
む
景
観
条
例
に
つ
い
て
公
聴
会

や
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。�

　
景
観
条
例
の
制
定
は
、
長
崎
県
が
進
め

て
い
る
世
界
遺
産
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

念
頭
に
置
き
、
平
成
21
年
３
月
制
定
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。�

※
景
観
法
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�
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企 画 課 �

�

�

�

福祉事務所�

�

�

�

�

保険福祉課�

�

農 林 課 �

�
都市計画課�

�

観光商工課�

�

生涯学習課�

文化遺産課�

平戸文化センター��
（平戸市亀岡庭球場と一括管理）�

平戸市療育支援センター「あったかさん21」�

度島町へき地保育所�

根獅子町へき地保育所�

木ヶ津町恵へき地保育所�

早福町へき地保育所�

志々伎町へき地保育所�

野子町へき地保育所�

平戸市生月高齢者生活福祉センター�

平戸市大島高齢者生活福祉センター�

平戸市シルバーワークプラザ�

平戸市自然休養村センター�

平戸市亀岡庭球場�
（平戸文化センターと一括管理）�

平戸市港湾ターミナルビル�

平戸城�

平戸市切支丹資料館�

平戸市たびら昆虫自然園�

平戸市総合運動公園「ライフカントリー」�

平戸市市民プール「シーライフひらど」�

平戸市生月町博物館・島の館�

財団法人平戸市振興公社�

社会福祉法人親愛会�
�
�
�
社会福祉法人�
平戸市社会福祉協議会�
�
�
�
�

社会福祉法人�
平戸市社会福祉協議会�

社団法人平戸市シルバー人材センター�

財団法人平戸市振興公社�

財団法人平戸市振興公社�

平戸商工会議所�

財団法人平戸市振興公社�

財団法人平戸市田平振興公社�

財団法人平戸市振興公社�

財団法人平戸市生月振興公社�

所管課　　　　　施設名称　　　　　　　　指定管理者�

【共通事項】指定期間：平成20年４月１日～平成24年３月31日�

◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします� ◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします�

問�

�

�

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班�

�
1
内
線
２
６
３
２�

第
３
回
県
委
嘱
作
家
美
術
展�

移
動
展
平
戸
会
場
の
お
知
ら
せ�

問�

�

�

税
務
課
納
税
班�

�
1
内
線
２
５
４
３�

「
平
戸
市
納
税
推
進
計
画
」を�

策
定
し
ま
し
た�

お
知
ら
せ�

問�

�

�

行
革
管
理
課
行
革
推
進
班�
�
1
内
線
２
４
８
４�

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た�

�������

　
市
で
は
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
体
育
施
設
や
文
化
施
設
、
福
祉
施
設

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
９
月
か
ら「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
平
成
20
年
３
月
に

指
定
期
限
を
迎
え
る
施
設
の
次
期
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
、
12
月
議
会
で
指
定
議
決
を
受
け
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

○
指
定
ま
で
の
経
緯�

①
５
月
〜
６
月
　
選
定
委
員
会
で
募
集
方
法
な

　
ど
を
決
定�

②
６
月
15
日
　
公
募
開
始�

③
８
月
10
日
　
公
募
申
請
受
付
終
了�

④
９
月
〜
10
月
　
選
定
委
員
会
で
審
査
・
選
定�

⑤
12
月
　
議
会
に
て
指
定
議
決�

※「
指
定
管
理
者
制
度
」…
平
成
15
年
の
地
方
自�

治
法
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
や
公

共
団
体
な
ど
に
限
定
し
て
い
た「
公
の
施
設
」

の
管
理
を
民
間
事
業
者
に
も
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
。�

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（『
ト
ッ
プ
ペ�

ー
ジ
』
↓
『
市
政
』
↓
『
各
種
制
度
を
紹
介
し
ま

す
』
↓
『
平
戸
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
』）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�����

　
県
委
嘱
作
家
美
術
展
運
営
委
員
会
か
ら
出
品

を
依
頼
さ
れ
、
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
作

家
に
よ
る
展
覧
会
、
５
部
門
約
1
0
0
点
の
個

性
豊
か
な
作
品
が
北
部
公
民
館
で
展
示
さ
れ
ま

す
。�

　
本
市
に
お
い
て
初
め
て
の
県
内
一
流
作
家
た

ち
の
力
作
を
一
堂
に
集
め
た
美
術
展
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
２
月
20
日（
水
）〜
24
日（
日
）午
前

　
９
時
〜
午
後
６
時�

※
初
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

　
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。�

○
と
こ
ろ
　
北
部
公
民
館
（
市
離
島
開
発
総
合

　
セ
ン
タ
ー
）�

○
部
　
門
　
洋
画
、
書
、
工
芸
、
日
本
画
、
彫
刻

　
約
１
０
０
点
を
展
示�

○
入
場
料
　
無
料�

▲タイヤロック�▲取り付け例�

問�

�

�

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
班�

�
1
内
線
２
６
５
３�

「
耕
作
放
棄
地
対
策
」を�

推
進
し
て
い
ま
す�

����

　
財
政
危
機
宣
言
が
な
さ
れ
た
本
市
は
、
自
主

財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
の
確
保
に
全
力

を
注
ぐ
こ
と
が
、
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、
こ
こ
数
年

市
民
所
得
が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

新
た
な
市
税
等
の
未
納
未
収
金
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
税
等
の
未
納

未
収
金
に
関
し
て
、
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
滞
納
者
に
対
す
る
収
納
対
策
強
化
を
図
る

た
め
、
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
な
徴
収
を
図

り
、
市
税
収
入
の
確
保
に
努
め
る
「
平
戸
市
納

税
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
次
の
具
体
的
な
施
策
を
行
い
収
納
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。�

�

１
　
滞
納
者
の
実
態
把
握
お
よ
び
分
析�

　
滞
納
者
の
実
態
把
握
と
滞
納
に
至
っ
た
状

況
を
分
析
し
、
臨
戸
徴
収
等
に
よ
り
分
納
等

の
指
導
を
行
い
、
納
税
計
画
を
立
て
さ
せ
る

と
と
も
に
納
税
意
識
を
持
た
せ
、
新
た
に
未

納
未
収
金
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。�

�

２
　
滞
納
者
対
策
の
強
化�

　
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
差
押
え
、
公
売
な
ど
の
厳
正
な
滞

納
処
分
を
行
う
と
と
も
に
県
税
事
務
所
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
回
収
不
能
債
権

は
、
徹
底
調
査
し
た
上
で
、
適
正
な
処
分
を

行
い
ま
す
。�

　
具
体
的
に
は
、
給
与
、
預
金
、
保
険
、
不

動
産
な
ど
の
差
押
え
や
新
た
な
滞
納
処
分
と

し
て
「
自
動
車
、
バ
イ
ク
等
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
」を
実
施
し
ま
す
。�

���������������

　
今
後
は
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
、
補

助
金
受
給
な
ど
の
各
種
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
も
検
討
し
ま
す
。�

�

３
　
納
税
体
制
の
整
備
充
実�

　
税
務
課
内
の
徴
収
体
制
を
確
立
し
、
積
極

的
な
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。�

　
今
後
は
、
国
税
、
県
税
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
経

験
豊
富
な
人
材
を
活
用
す
る
と
と
も
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
、
動
産
な
ど
の

捜
索
お
よ
び
差
押
え
に
よ
る
未
納
未
収
金
の

回
収
を
積
極
的
に
行
う
た
め
の
研
究
を
進
め

ま
す
。�

４
　
納
税
環
境
の
整
備�

　
納
税
組
合
の
推
進
や
口
座
振
替
の
促
進
強

化
を
図
る
と
と
も
に
休
日
な
ど
の
時
間
外
納

付
窓
口
を
設
置
し
、
納
期
内
納
付
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
カ
ー

ド
収
納
な
ど
、
納
付
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。�

�����

　
市
内
の
耕
作
放
棄
地
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
年
々

増
え
続
け
、
９
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
上
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
「
耕
作
放
棄
地
解

消
５
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
、
解
消
す
べ
き
耕

作
地（
要
活
用
農
地
）を
対
象
と
し
て
、
復
旧
活

動
、
農
地
の
有
効
利
用
な
ど
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
計
画
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
、
北

部
・
中
部
・
南
部
・
大
島
・
生
月
・
田
平
の
荒

廃
農
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
担
当

す
る
農
業
委
員
が
、

草
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。
農
業
委
員

会
は
、
優
良
農
地

確
保
の
た
め
、
農

業
者
の
み
な
さ
ん

の
代
表
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。� �

　大久保町の上尾アイ子さんの自宅で、何とも奇妙なじゃがい

もが穫れたとの連絡がありました。上尾さんが家庭で自主栽培

しているじゃがいもを収穫していたところ、ふと目にとまった

のがこのじゃがいも。大きさは10cm四方で、何とも愛らしい

顔付き。「目や鼻、口、耳まであるんですよ。珍しいのでみんな

に知ってもらいたいと連絡しました」と上尾さん。年女の上尾さ

んにとって「幸福のじゃがいも」となればいいですね。�

人面魚ならぬ人面じゃがいもにびっくり！？�
　今年度実施しましたオランダの少年サッカーチームVVSBと
の交流や、「12ｘおらんだ」の交流の様子を納めた写真展を開催

しています。�

○写真展日程　２月 １日（金）～ ６日（水）北部公民館�

　　　　　　　２月 ８日（金）～13日（水）中部公民館�

　　　　　　　２月15日（金）～20日（水）南部公民館�

　　　　　　　２月22日（金）～27日（水）平戸市役所１階ロビー�

お問い合わせ　企画課地域振興班1内線2338

日蘭交流事業写真展を開催しています�
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お
知
ら
せ�

問�

�

�

税
務
課
住
民
税
班�

�
1
内
線
２
５
４
６�

平
成
20
年
度
市
県
民
税�

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
つ
い
て�

�������

　
平
成
20
年
度
の
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た
。�

　
２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま
で
市

内
各
地
区
に
申
告
会
場
を
設
け
ま
す
。
忘
れ
ず

に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。�

�

○
申
告
が
必
要
な
人�

・
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
平
戸
市
に
住
所

　
を
有
す
る
人
で
、
平
成
19
年
中
に
所
得
の
あ

　
っ
た
人�

・
２
か
所
以
上
の
支
払
者
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

　
て
い
る
人
、
日
雇
い
・
パ
ー
ト
収
入
の
人�

・
事
業（
農
業
）所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
給
与

　
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人�

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、�

そ
の
納
税
義
務
者（
世
帯
主
）は
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
世
帯
員
の
収
入
状
況
な
ど

を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

○
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人�

・
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

　
た
人�

・
前
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
勤
務
先
か

　
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人�

・
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
だ
け
で
、

　
支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

　
る
人�

　
た
だ
し
、
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

（
例
…
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
）�

※
所
得
が
な
い
人
で
も
児
童
手
当
、
保
育
園
の�

入
園
、
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
な
ど
の
各
種

申
請
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
た
め
に
は
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。�

�

○
申
告
に
必
要
な
も
の�

①
印
か
ん�

②
所
得
金
額
を
証
明
す
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
・

　
決
算
書
の
控
）�

③
事
業（
農
業
）所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得
を
申

　
告
す
る
場
合
は
、
収
入
・
必
要
経
費
の
わ
か

　
る
書
類�

④
社
会
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

　
険
料
・
国
民
年
金
な
ど
の
支
払
証
明
書�

⑤
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書�

�

○
申
告
会
場�

　
申
告
会
場
は
別
表
の
と
お
り�

�

※
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
平
戸
税
務
署
が

　
開
設
し
て
い
る
「
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
申

　
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
土
・
日
曜
日
は
受

　
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
）�

▼
と
　
き
　
２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）�

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　�

▼
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
A

4日（火）�

5日（水）�

6日（木）�

�
7日（金）�

10日（月）�

11日（火）�

12日（水）�

13日（木）�

14日（金）�

17日（月）�

岳崎・福崎・上亀・下亀�

南荻田・下寺・生向・外目・以善・万場・田代・古梶�

小崎�

深月�

日の浦・野田・永久保・大崎�

釜田・大久保・山内�

平戸口・米の内�

永田・上里・下里�

坊田・小手田�

東荻田・西荻田�

田平全地区�

東地区交流センター（東支館）�

南地区交流センター（南支館）�

小崎営農研修センター�

深月区公民館�

�

�

�

田平支所１階会議室�

�

３
　
　
　
月�

9：00～16：00�

9：00～16：00�

9：00～12：00�

14：00～16：00�

�

�

�

9：00～17：00

月　日� 地　　　　　区� 会　　　場� 時　　間�

大根坂�
板の浦・的山浦・的山在�
前平・西宇戸・神浦�
大島全地区�

大島全地区�

26日（火）�
27日（水）�
28日（木）�
29日（金）�

17日（月）�

大根坂公民館�
的山活性化センター�

大島支所�

平戸市役所３階会議室　�

10：30～15：00�
10：00～15：00�

10：00～15：00�

9：00～16：00

２
　
月�

３
月�

元触・里�
森・竹崎・大久保�
白山・恵比須・浦中・正前・宮田・里浜�
舘浦　第１･第２･第３･第４･第５�
正和・山田・日草�
堺目・上堺目�
御崎�
生月全地区�

生月全地区�

生月全地区�

18日（月）�
19日（火）�
20日（水）�
21日（木）�
22日（金）�
25日（月）�

26日（火）�

27日（水）�
28日（木）�
29日（金）�

17日（月）�

元触地域交流センター�
生月町多目的集会施設�
生月中央公民館�
生月船員福祉会館�
山田地区活性化センター�
堺目地区活性化センター�
御崎コミュニティセンター�
生月支所２階�

生月支所２階�

平戸市役所３階会議室�

9：00～16：00�
9：00～16：00�
9：00～16：00�
9：00～16：00�
9：00～16：00�
9：00～16：00�
9：00～12：00�
13：30～16：00�

9：00～16：00�

9：00～16：00

２
　
　
　
月�

３
月�

18日（月）�

19日（火）�

20日（水）�

21日（木）�

22日（金）�

25日（月）�

3日（月）�
4日（火）�

5日（水）�

6日（木）�

7日（金）�

10日（月）�
11日（火）�
12日（水）�
13日（木）�

14日（金）�

17日（月）�

大山・川内在・川内浦･中野大久保・水垂�
宝亀第１～第４�
上中津良・下中津良・敷佐�
山中・坊方・主師・山野白石�
下中野・古江・大瀬�
船越・向月・大志々伎・志々伎岡・志々伎浦・志々伎肥・早福�
猪渡谷�
堤�
神上・前津吉浦・前津吉浜・船木�
野子・宮の浦・高島�
神船・津吉中央・津吉元・中山・鮎川・大佐志・田代・早福�
度島浦・度島中部・度島三免�
木ヶ津第１～第４�
大川原・赤松�
獅子第1～第4・高越・春日�
根獅子第1～第4・飯良第1～第2�
紐差第1～第4・深川・朶の原・迎紐差・石原田・大石脇・草
積・木場・田崎・神鳥�
亀岡・清水川・白浜・稗田・中の崎・下大垣・上大垣・明の川内�
高麗町・戸石川・杉山・大野・木引・赤坂・後平・薄香越�
西の久保・梅崎・薄香浦・田原崎・小川・大久保・中の原・幸の浦�
田の浦・曲り・潮の浦・神崎・田助在・油水・田助浦�
新町・職人町・魚の棚町・紺屋町・木引田町・築地町・宮の町
・浦の町・崎方町�
全地区（田平地区除く）�

漁民研修センター�
宝亀町第２公会堂�
中津良ふれあい会館�
山中公会堂�
下中野公会堂�
志々伎ふれあい会館�
猪渡谷営農集落センター�
堤営農集落センター�
多目的集会施設�
野子厚生会館�
多目的研修センター�
中部公会堂�
木ケ津第２公会堂�
大川原第１公会堂�
獅子ふれあい会館�
根獅子コミュニティーセンター�

市ふれあいセンター�
�
�
�
�

平戸市役所３階会議室�

9：30～15：00�
9：00～12：00�
14：00～17：00�
9：30～12：00�
13：30～16：00�
9：30～16：00�
9：30～12：00�
13：30～16：00�
9：30～12：00�
14：00～17：00�
9：30～16：00�
9：30～15：00�
9：30～12：00�
13：30～16：00�
9：00～12：00�
13：30～16：30�

9：30～16：30�
�
�
�

9：00～16：00�

�

２
　
　
　
月�

３
　
　
　
　
月�

月　日� 地　　　　　区� 会　　　場� 時　　間�

月　日� 地　　　　　区� 会　　　場� 時　　間�

月　日� 地　　　　　区� 会　　　場� 時　　間�

　市内の海岸に、ハングル文字などが表記されたポリ容器が漂

着しています。これらの中には刺激臭を発する内容物が入った

ものもあり、危険物の可能性も考えられます。�

　発見した場合は、不用意に触れずに市役所または各支所、出

張所へ連絡してください。�

お問い合わせ　市民課環境交通班1内線2527�

　　　　　　　水産課水産振興班1内線2217

漂着ポリ容器にご注意ください！！�
　平成20年度市町村交通災害共済の加入受け付けを、２月１日から、�

市民課環境交通班、各支所、各出張所で開始しています。�

○対　象　国内で自動車（電車、旅客船、旅客機）などの事故に遭った場合�

○掛　金　１人　500円�

○見舞金　死亡　100万円・負傷　最高70万円�

○共済期間　４月１日（火）～平成21年３月31日（火）�

申込み・お問い合わせ　市民課環境交通班1内線2528

交通災害共済の加入受付を開始しています�
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ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
「
自
分
の
身
体

状
況
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
健
康
づ
く

り
を
実
践
し
て
、
自
分
の
健
康
を
維
持
す
る
人
」

を
い
い
ま
す
。�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
法
に
つ
い
て
、

食
生
活
・
運
動
に
つ
い
て
講
話
と
調
理
実
習
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
３
月
10
日（
月
）午
前
９
時
30
分
〜

　
午
後
２
時
30
分�

○
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
サ
ン
・
ケ
ア
平
戸
）�

○
対
　
象
　
一
般
成
人
男
女�

○
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
締
切
日
　
２
月
29
日（
金
）�

○
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
米

　
１
合
・
食
材
費（
２
百
円
）�

○
定
　
員
　
15
人（
先
着
順
）�

�����

○
募
集
人
員
　
甲
板
員
　
１
名�

○
資
　
格
　
５
級
海
技
士
免
許
以
上�

○
年
　
齢
　
年
齢
60
歳
ま
で�

○
勤
務
条
件
　
平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）以
降

　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）ま
で�

○
勤
務
日
数
　
月
15
日
〜
18
日
程
度�

○
勤
務
時
間�

　
午
前
６
時
15
分
〜
午
後
７
時
25
分�

　（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）�

　
午
前
６
時
15
分
〜
午
後
６
時
45
分�

　（
10
月
１
日
〜
３
月
31
日
）�

○
勤
務
内
容
　
甲
板
業
務�

○
賃
　
金
　
日
給
　
１
万
９
百
円
（
船
員
保
険

　
適
用
あ
り
）�

○
そ
の
他
　
船
内
で
の
寝
泊
り
は
不
可�

○
申
込
締
切
日
　
２
月
29
日（
金
）�

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）�

○
申
込
方
法
　
総
務
課
、
ま
た
は
大
島
支
所
産

　
業
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�����

　
平
戸
市
で
管
理
し
て
い
る
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。�

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
所
得
制
限
に
よ
っ

て
他
の
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
世
帯
の
た
め
に

建
設
さ
れ
た
住
宅
で
す
。�

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、申
込
書
に
添
付
書
類

を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、ま
た
は
各
支
所
産
業

建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
１
戸�

　
生
月
地
区
　
代
作
団
地
　
１
戸�

○
提
出
期
限
　
２
月
15
日（
金)�

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）�

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全
て
の
要

　
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

①
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　
族
が
あ
る
こ
と�

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

○
添
付
書
類
　
①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま

　
た
は
所
得
証
明
書
、
②
納
税
証
明
書
、
③
住

　
民
票
謄
本�

○
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る
応
募
が
あ

　
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま

　
す
。�

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
後
日

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

○
入
居
予
定
日
　
２
月
下
旬�

※
注
　
意
　
入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る

　
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
検
討
の
上
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。�

�����

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の「
自
分
の
地
域
は
自
分
の
手
で
創
る
」と
い
う

住
民
参
加
に
よ
る
道
路
環
境
美
化
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
戸
市
道
路
愛
護
推
進
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る

市
道
に
お
い
て
、
草
花
の
植
栽
や
清
掃
な
ど
の

環
境
美
化
活
動
を
自
発
的
に
行
お
う
と
す
る
団

体
を
支
援
し
ま
す
。�

　
道
路
愛
護
作
業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、

愛
護
団
体
に
登
録
し
て
実
施
し
ま
す
と
、
手
袋

や
混
合
油
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
建
設
課
道
路
班

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�
�

保
健
セ
ン
タ
ー�

�
1
28
‐
１
０
０
０�

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
」�

受
講
者
募
集�

申�
・�
問�

た
び
ら
昆
虫
自
然
園�

1�
57
‐
3
3
4
8

「
木
の
実
の
工
作
教
室
」�

参
加
者
募
集�

問�

�

�

市
民
課
戸
籍
住
民
班�

1�
内
線
２
５
２
３�

「
住
基
カ
ー
ド
」を�

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

問�

�

�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

1�
内
線
２
５
６
２�

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は�

３
月
31
日（
月
）ま
で
に�

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

1�
内
線
２
２
８
３�

「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」�

入
居
者
募
集
の
ご
案
内�

建
設
課
道
路
班�

1�
内
線
２
２
３
８�

平
戸
市
道
路
愛
護
推
進
事
業
に
係
る�

愛
護
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す�

大
島
支
所
産
業
建
設
課
交
通
船
班�

1�
内
線
6
1
2
2

第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島�

「
臨
時
船
員
」募
集�

�������

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
、
活
用
で
き
ま
す
。�

○
住
基
カ
ー
ド
の
活
用
例�

・
郵
便
貯
金
、
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
の
と
き�

・
銀
行
の
窓
口
で
10
万
円
を
超
え
る
現
金
振
込

　
み
を
す
る
と
き�

・
携
帯
電
話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
契

　
約
の
と
き�

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
の
と
き
　
な
ど�

　
さ
ら
に
「
電
子
証
明
書
」を「
住
基
カ
ー
ド
」
に

記
録
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
国
税
電
子
申
告
・
納
税（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）が
利
用
で

き
ま
す
。�

※
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
は
５
百
円
で
す
。�

○
申
請
の
方
法
　
本
人
が
運
転
免
許
証
な
ど
の�

顔
写
真
付
き
公
的
証
明
書
を
持
参
し
て
、
本

庁
市
民
課
、
ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
数
料
（
５

百
円
）が
必
要
で
す
。�

※
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
公
的
証
明

　
書
を
持
た
な
い
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、

　
カ
ー
ド
の
発
行
は
後
日
と
な
り
ま
す
。�

※
注
　
意
　
４
月
以
降
は
、
カ
ー
ド
の
作
製
を

　
本
庁
一
括
で
行
う
た
め
、
支
所
受
付
分
に
つ

　
い
て
は
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
後
日
と
な
り

　
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

����

　
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
第
８
回
特
別
弔
慰

金
の
請
求
期
限
は
、
３
月
31
日（
月
）で
す
。
期

限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
請
求
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
未
請
求
の
人
は
お
早
め
に
請
求

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
す
で
に
請
求
し
た
人
の
う
ち
、
ま
だ
国
債
が

交
付
さ
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
発
行
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。�

○
対
象
者
　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
三
親
等
以

　
内
の
遺
族�

※
た
だ
し
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
、
公

　
務
扶
助
料（
遺
族
年
金
、
遺
族
給
付
金
な
ど
）

　
を
受
け
て
い
る
遺
族
が
い
る
場
合
は
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。�

○
給
付
内
容
　
額
面
40
万
円
10
年
償
還
の
国
債

　
で
給
付�

�����

　
償
却
資
産
（
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る

構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
航
空
機
、

車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工
器
具
お
よ
び
備
品
）

の
申
告
期
限
は
、
１
月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。�

　
ま
だ
、
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
班
、
ま
た
は
各
支

所
・
各
出
張
所
ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

����

　
公
営
住
宅
の
入
居
者
選
考
は
、
入
居
希
望
者

が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
、
入
居
者
選
考
委

員
会
に
お
い
て
入
居
者
を
選
考
し
て
い
ま
す
が
、�

申
し
込
み
か
ら
入
居
ま
で
の
期
間
短
縮
を
図
る

と
と
も
に
入
居
者
決
定
の
明
瞭
性
を
高
め
る
た

め
、
今
年
４
月
か
ら「
公
開
抽
選
方
法
」に
変
わ

り
ま
す
。�

　
な
お
、
入
居
の
た
め
の
該
当
要
件
、
お
よ
び

申
込
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同

じ
で
す
。�

�������

　
ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
身
近
な
木
の
実
を

使
っ
て
、動
物
な
ど
を
作
り
ま
す
。�

○
と
　
き
　
２
月
23
日（
土
）午
後
１
時
〜
午
後

　
４
時�

○
と
こ
ろ
　
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
研
修
室�

○
対
　
象
　
一
般
（
家
族
、
ま
た
は
お
一
人
で

　
も
参
加
で
き
ま
す
）�

○
申
込
方
法
　
開
催
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）�

○
講
　
師
　
森
　
幹
夫
氏（
解
説
指
導
員
の
会
）�

○
参
加
費
　
入
園
料�

募
　
集�

お
知
ら
せ�

問�

�

�

税
務
課
固
定
資
産
税
班�

�
1
内
線
２
５
５
１�

償
却
資
産
の
申
告
期
限
が�

過
ぎ
ま
し
た�

公
営
住
宅
の
入
居
者
選
考
方
法
が�

変
わ
り
ま
す�

問�

�

�

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

1�
内
線
２
２
８
３�

申�
・�
問�

申�
・�
問�

申�
・�
問�

申�
・�
問�
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〒859-5515 長崎県平戸市鮎川町１-２�
TEL：0950-27-1303 FAX：0950-26-2223�
E-mail souda-zaimokuten@nifty.com

新築、リフォーム、設計�

住まいのことなら�

なんでもご相談下さい。�

有限会社�

宗田材木店�
長崎県平戸市戸石川町953ｰ5 TEL（0950）22ｰ2360

創業文亀二年�

御菓子司�

カスド－ス・牛蒡餅 元祖�

■12月の交通事故�■12月末までの�
　　　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）０名 （軽傷）10名� （　）内は昨年同期�

火災�

救急�

48件（　　23件）�

1,257件（1,271件）�

7件�

０名�

10名�

赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

氏
　
　
名�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

年
齢�

問�

�

�

「
美
し
い
国
日
本
平
戸
再
発
見
事
業
」�

に
よ
る
写
真
展
に
つ
い
て�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と�

1
22
‐
４
３
７
２�

問�

�

�

第
57
回
郡
市
対
抗�

県
下
一
周
駅
伝
大
会�

平
戸
市
陸
上
競
技
協
会（
大
山
）�

1
０
9
0
‐
８
６
６
０-

５
２
７
８�

カ
キ
ノ
ジ
ン
絵
は
ん
こ
教
室
開
催�

パ
ッ
ポ
ン
会（
染
川
さ
ん
）�

1
27
‐
０
０
１
２�

問�

�

�

産
業
別
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ�

長
崎
労
働
基
準
部
賃
金
室�

1
０
9
5
‐
８
０
１-

０
０
３
３�

����

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と
で
は
、
国
土
交

通
省
の
委
託
事
業
で
、
本
市
に
残
る
自
然
資
源

の
調
査
を
行
い
、
調
査
し
た
こ
と
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
で
本
市
の
美
し
さ

を
再
発
見
・
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
市
外
の

み
な
さ
ん
に
も
本
市
の
良
さ
を
伝
え
て
い
た
だ

く
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら

行
っ
た
調
査
の
際
に
写
真
家
グ
ル
ー
プ
「
最
西

端
」
が
撮
影
し
た
海
か
ら
見
た
平
戸
の
風
景
や

植
物
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。�

○
海
か
ら
見
た
平
戸
の
写
真
展�

▼
２
月
12
日（
火
）〜
15
日（
金
）�

　
平
戸
市
役
所
１
階
・
田
平
支
所
1
階�

○
海
か
ら
見
た
平
戸
の
写
真
と
植
物
の
写
真
展�

▼
２
月
16
日（
土
）〜
17
日（
日
）�

　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
２
月
23
日（
土
）〜
３
月
16
日（
日
）�

　
生
月
町
博
物
館「
島
の
館
」�

����

　
絵
は
ん
こ
作
家
の
カ
キ
ノ
ジ
ン
さ
ん
が
教
室

を
開
き
ま
す
。
石
の
は
ん
こ
を
作
り
ま
す
。
２

㎝
角
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
２
月
13
日（
水
）�

１
回
目
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時�

２
回
目
　
午
後
３
時
〜
午
後
６
時�

○
と
こ
ろ
　
大
曲
敦
さ
ん
宅（
岩
の
上
町
）�

○
定
　
員
　
10
人（
先
着
順
）�

○
受
講
料
　
３
千
５
百
円（
材
料
費
含
む
）�

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。�

����

　
特
定
業
種（
次
の
３
業
種
）の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
長
崎
県
の
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）

が
右
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。�

○
一
般
機
械
機
具
製
造
業
　
７
４
６
円�

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

　
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
　
６
８
５
円�

○
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
舶
機
関
製
造
業�

　
７
５
９
円�

※
な
お
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
お
よ
び
そ

　
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
崎
県
最
低
賃

　
金
」
は
、
時
間
額
６
１
９
円
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。�

�����

　
２
月
15
日
（
金
）
か
ら
17
日
（
日
）
ま
で
の
３

日
間
、
郡
市
対
抗
県
下
一
周
駅
伝
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
上
位
進
出
を
目
指
し

32
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。�

　
大
会
１
日
目
の
15
日
（
金
）
は
、
午
後
３
時

55
分
に
市
役
所
田
平
支
所
前
を
通
過
し
、
大

会
２
日
目
の
16
日
（
土
）
は
、
午
前
８
時
に
平

戸
桟
橋
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
力
走
す
る
選

手
の
み
な
さ
ん
に
沿
道
で
の
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

�

■善意のともしび�

����【
平
戸
地
区
】�

松
山
　
大
希 

康
昭 

木
ヶ
津
第
２�

青
木
　
創
大 

茂
人 

山
中�

塩
谷
　
尚
子 

重
利 

獅
子
第
３�

水
津
　
凜 

紀
久
男 

清
水
川�

江
代
　
美
晴 

雅
也 

崎
方
町�

原
口
　
綾
介 

圭
介 

中
の
崎�

小
　
　
乃
愛 

憲  

曲
り�

萩
田
　
湧
斗 

浩
喜 

敷
佐�

【
生
月
地
区
】�

永
田
　
琴
菜 

明
利 

堺
目�

田
中
　
那
奈
瀬 

光
行 

堺
目�

川
口
　
亜
純 

将
司 

壱
部�

塚
本
　
琴
音 

英
嗣 

舘
浦
屋
敷�

神
田
　
杏
樹 

友
宏 

堺
目�

【
田
平
地
区
】�

阿
比
留
　
凜 

恭
輔 

日
の
浦�

中
倉
　
虎
汰
朗 

浩
之 

永
田�

渡
　
　
千
聖 

謙
吾 

永
田�

三
輪
　
知
輝 

和
也 

下
里 

 �

【
大
島
地
区
】�

北
原
　
夕
瑞 

一
寛 

東
神
浦�

����【
平
戸
地
区
】�

大
石
　
志
巳
子 

78
歳 

11
／
17
 
猪
渡
谷�

庄
司
　
信
夫 

62
歳 

12
／
18
 
職
人
町�

加
藤
　
キ
ミ 

98
歳 

12
／
19
 
獅
子
第
３�

丸
山
　
　
雄 

79
歳 

12
／
20
 
堤�

俵
屋
　
誠
男 

64
歳 

12
／
21
 
幸
の
浦�

末
永
　
静 

75
歳 

12
／
22
 
築
地
町�

太
田
　
　
枝 

94
歳 

12
／
23
 
薄
香
越�

針
尾
　
佐
七 

83
歳 

12
／
24
 
堤�

森
田
　
耕
一 

84
歳 

12
／
25
 
紐
差
第
２�

里
�
　
ミ
ネ 

94
歳 

12
／
26
 
早
福�

竹
田
　
美
里 

38
歳 

12
／
26
 
幸
の
浦�

岩
崎
　
ス
ギ
ヨ 

78
歳 

12
／
29
 
早
福�

守
山
　
勝
美 

67
歳 

12
／
30
 
猪
渡
谷�

松
永
　
金
次
郎 

80
歳 

12
／
31
 
深
川�

加
藤
　
長
重 

99
歳 

12
／
31
 
木
場�

村
川
　
勇
一 

81
歳 

1
／
1 

赤
坂�

松
本
　
イ
ツ 

91
歳 

1
／
1
 
川
内
浦�

谷
村
　
ヤ
ヱ 

91
歳 

1
／
５
 
船
木�

藤
澤
　
　
貞 

75
歳 

1
／
5
 
深
川�

田
中
　
静
代 

75
歳 

1
／
6
 
中
の
崎�

大
島
　
キ
ヌ
ヱ 

76
歳 

1
／
7
 
高
麗
町�

神
田
　
セ
ツ 

90
歳 

1
／
7
 
上
中
津
良�

山
口
　
ヒ
チ 

86
歳 

1
／
8
 
上
大
垣�

谷
口
　
浅
吉 

91
歳 

1
／
8
 
下
大
垣�

山
野
　
辰
雄 

89
歳 

1
／
10
 
山
野
・
白
石�

谷
村
　
藤
吉 

63
歳 

1
／
11
 
大
野�

三
　
屋
　
ト
メ 

101
歳 

1
／
11
 
幸
の
浦�

松
田
　
良
三 

80
歳 

1
／
13
 
宝
亀
第
３�

神
田
　
　 

87
歳 

1
／
14
 
主
師�

【
生
月
地
区
】�

大
畑
　
武
春 

76
歳 

12
／
16
 
浦
南 

       �

田
中
　
ス
ミ 

94
歳 

12
／
19
 
舘
浦
潮
見�

舩
　
　
菊
江 

79
歳 

12
／
23 

舘
浦
潮
見�

尾
　
　
實 

64
歳 

12
／
25 

舘
浦
浜�

牧
山
　
正
夫 

93
歳 

12
／
31 

堺
目�

橋
上
　
　 

70
歳 

1
／
2 

山
田�

永
澤
　
ミ
ヤ
子 

70
歳 

1
／
4
 
山
田�

永
田
　
仙
市 

84
歳 

1
／
4
 
舘
浦
屋
敷�

丸
山
　
モ
ミ 

91
歳 

1
／
4
 
山
田�

墨
谷
　
ミ
カ 

86
歳 

1
／
8
 
舘
浦
浜�

松
山
　
弘 

70
歳 

1
／
12 

壱
部�

吉
田
　
法
瑞 

87
歳 

1
／
14 

山
田�

北
　
　
か
よ
子 

86
歳 

1
／
15 

浦
北�

【
田
平
地
区
】�

岡
田
　
勝 

92
歳 

12
／
22 

東
荻
田�

山
口
　
ユ
キ
ヱ 

80
歳 

1
／
4 

小
崎�

岡
　
　
守
之 

95
歳 

1
／
9
 
以
善�

川
原
　
　 

74
歳 

1
／
11 

小
手
田�

益
永
　
惠
美
人 

56
歳 

1
／
12 

下
里�

【
大
島
地
区
】�

福
池
　
ヤ
ス 

91
歳 

12
／
24 

的
山
浦�

岩
井
　
鉄
夫 

83
歳 

12
／
31 

大
根
坂�

白
石
　
ソ
ヨ 

89
歳 

1
／
6 

大
根
坂�

大
石
　
利
雄 

82
歳 

1
／
7 

西
神
浦�

角
野
　
和
江 

76
歳 

1
／
12 

西
神
浦�

　
　
　
　
　
　
　（
12
／
16
〜
1
／
15
受
付
分
）�

　篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�
ひらどふれあい福祉基金へ�
　○猪渡谷町　大石　佐津雄�
　　　　　　　（亡妻　志巳子）�

ま
つ
や
ま
　
　
だ
い
き
　
　
　
　
　
や
す
あ
き�

あ
お

き

　
　
そ
う

た
　
　 

 

し
げ
と�

し
お

や

　
　
ひ
さ
こ
　
　
　
　
　
し
げ
と
し�

す
い

づ

　
　
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
き
　
く
　
お�

　え

し
ろ
　
　
み

は
る
　
　
　
　
　
ま
さ

や�

は
ら
ぐ
ち
　
　
り
ょ
う
す
け
　
　
　
　
　
け
い
す
け�

　こ

た
か
　
　
の
　
あ
　
　 

 

け
ん�

は
ぎ

た
　
　
ゆ
う

と
　
　
　
　
　
ひ
ろ
よ
し�

�

な
が

た
　
　
こ
と

な
　
　 

 

あ
き
と
し�

　た

な
か
　
　
な
　
な
　
せ
　
　 

 

み
つ
ゆ
き�

か
わ
ぐ
ち
　
　
あ

ず
み
　 

 

し
ょ
う
じ�

つ
か
も
と
　
　
こ
と

ね
　 

 

え
い

じ�

こ
う

だ
　
　
あ
ん
じ
ゅ
　 

 

と
も
ひ
ろ�

�

　あ
　
び
　
る
　
　
り
ん
　
　 

き
ょ
う
す
け�

な
か
く
ら
　
　
こ
　
た

ろ
う
　 

 

ひ
ろ
ゆ
き�

わ
た
り

　
　
　
ち

さ
と
　 

 

け
ん

ご�

　み
　
わ
　
　
　
と
も

き
　
　 

 

か
ず

や�

�

き
た
は
ら
　
　
ゆ
　
ず
　
　 

 

か
ず
ひ
ろ�

�����

お
お
い
し
　
　
し
　
み
　
こ�

し
ょ
う
じ
　
　
の
ぶ

お�

　か

と
う�

ま
る
や
ま
　
　
わ
か

お�

た
わ
ら
や
　
　
せ
い

お�

す
え
な
が
　
し
ず
か�

お
お

た
　
　
よ
し
え�

は
り

お
　
　
　
さ

し
ち�

も
り

た
　
　
こ
う
い
ち�

さ
と
ざ
き�

た
け

だ
　
　
　
み

さ
と�

い
わ
さ
き�

も
り
や
ま
　
　
か
つ
み�

ま
つ
な
が
　
　
き
ん

じ

ろ
う�

　か

と
う
　
　
ち
ょ
う
じ
ゅ
う�

む
ら
か
わ
　
　
ゆ
う
い
ち�

ま
つ
も
と�

た
に
む
ら�

ふ
じ
さ
わ
　
　
よ
し
さ
だ�

　た

な
か
　
　
し
ず
よ�

お
お
し
ま�

こ
う

だ�

や
ま
ぐ
ち�

た
に
ぐ
ち
　
　
あ
さ
き
ち�

や
ま

の
　
　
た
つ
お�

た
に
む
ら
　
　
と
う
き
ち�

さ
ん
と
く

や�

ま
つ

だ
　
　
り
ょ
う
ぞ
う�

こ
う

だ
　
　
の
ぼ
る�

�

お
お
は
た
　
　
た
け
は
る�

　た

な
か�

ふ
な
ば
ら
　
　
き
く
え�

　お

さ
き
　
　
み
の
る�

ま
き
や
ま
　
　
ま
さ

お�

�

は
し
の
う
え
　
い
わ
お�

な
が
さ
わ�

な
が

た
　
　
せ
ん
い
ち�

ま
る
や
ま�

す
み

や�

ま
つ
や
ま

　
ひ
ろ
し�

よ
し

だ
　
　
ほ
う
ず
い�

き
た
は
ら�

�

お
か

だ
　
　
ま
さ
る�

や
ま
ぐ
ち�

お
か
　
　
　
　
も
り
ゆ
き�

か
わ
は
ら
　
め
ぐ
み�

ま
す
な
が
　
　
え
　
み
　
と�

�

ふ
く

ち�

い
わ

い
　
　
　
て
つ

お�

し
ら
い
し�

お
お
い
し
　
　
と
し

お�

か
く

の

　
　
か
ず

え�

壮 年 �小学�
女子� 小学男子�女 子 � 区

分�

氏
　
名�

所
　
属�

一 般 男 子 �

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １�

大
山
　
弘
之�

岩
田
　
英
治�

坂
口
　
尚
睦�

松
永
倉
次
郎�

松
田
　
憲
二�

樋
口
　
　
究�

宮
崎
　
隆
広�

指
方
　
闘
志�

内
野
　
一
樹�

久
松
　
　
徹�

青
木
　
茂
人�

横
山
　
美
明�

末
吉
　
直
孝�

　
本
　
元
気�

鴨
川
　
　
亮�

　
田
　
弘
樹�

藤
島
　
　
晃�

大
山
　
賞
之�

伊
東
　
和
弘�

冨
永
　
恭
太�

末
吉
　
範
平�

小
川
　
高
弘�

今
村
　
達
也�

松
田
　
　
亮�

村
川
　
昇
梧�

竹
岡
　
克
也�

大
石
　
　
凌�

赤
木
　
海
斗�

坂
本
　
可
奈�

浦
川
有
梨
奈�

綾
香
　
花
織�

前
川
　
晴
菜�

崎
辺
　
絵
莉�

丸
田
　
実
姫�

末
永
　
杏
菜�

総
監
督�

監
　
督�

第
一
生
命 

江
迎
支
部�

平
戸
市
消
防
署�

生
月
漁
協�

平
戸
市
消
防
署�

陸
上
自
衛
隊
大
村�

県
北
振
興
局�

平
戸
市
水
道
局�

県
立
ろ
う
学
校�

赤
木
コ
ー
セ
イ�

ス
エ
オ
カ�

総
和
工
業�

三
菱
重
工
長
崎�

陸
上
自
衛
隊
竹
松�

平
戸
市
消
防
署�

関
西
学
院
大
学
４
年�

平
戸
市
消
防
署�

青
洲
会
病
院�

松
浦
高
校
２
年�

松
浦
高
校
１
年�

猶
興
館
高
校
１
年�

佐
世
保
警
察
署�

陸
上
自
衛
隊
大
村�

平
戸
市
教
育
委
員
会�

田
平
中
学
校
３
年�

平
戸
中
学
校
３
年�

田
平
東
小
学
校
６
年�

田
平
南
小
学
校
６
年�

田
平
南
小
学
校
６
年�

佐
世
保
西
高
校
３
年�

諫
早
高
校
３
年�

松
浦
高
校
２
年�

中
部
中
学
校
２
年�

南
部
中
学
校
１
年�

田
平
北
小
学
校
５
年�

田
平
南
小
学
校
６
年�

中学�
男子�

中学�
女子�

番
号�

【出場予定者】�

申�
・�
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（施工例）�
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